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序  文 

 

 

独立行政法人国際協力機構は、アンゴラ共和国のナミベ港改修計画にかかる協力準備調査を実

施することを決定し、同調査を株式会社オリエンタルコンサルタンツグローバル・株式会社パデ

コ共同企業体に委託しました。 

 

調査団は、平成 28年 2月から平成 28年 7月までアンゴラの政府関係者と協議を行うとともに、

計画対象地域における現地踏査を実施し、帰国後の国内作業を経て、ここに本報告書完成の運び

となりました。 

 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立つこと

を願うものです。 

 

終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

平成 28 年 8 月 

 

独立行政法人国際協力機構 

社会基盤・平和構築部   

部長   中村 明    
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要  約 

(1) 国の概要 

アンゴラ共和国（以下、「ア」国と称す。）は、アフリカ大陸南西部に位置し、南はナ

ミビア、東はザンビア、北はコンゴ民主共和国と国境を接する。国土は約 124.7 万 km2

で、熱帯性サバナ気候地域に属する。人口 2,500 万人（2015 年：世界銀行）を擁し、

一人当たりの GNI は 6,450 ドル（2015 年：世界銀行）である。民族としては、オビ

ンブンドゥ人 37%、キンブンドゥ人 25%などアフリカ系黒人諸民族が大半を占める。宗

教では、キリスト教が最大で、人口の 53%（カトリック 38%、プロテスタント 15%）を

占める。また、公用語はポルトガル語で、その他ウンブンドゥ語等を使用している。 

「ア」国では、1975 年のポルトガルからの独立後、政府（MPLA:アンゴラ解放人民運

動）と反政府勢力（UNITA:アンゴラ全面独立民族同盟）間で内戦が起き、2002 年 4 月

に停戦合意に係る覚書が締結されるまでの 27 年間にわたり内戦が続いた。その結果、

経済は疲弊したが、沿岸部の石油と内陸部のダイヤモンドなど豊富な鉱物資源に恵まれ

ており経済的潜在力は高い。 

特に石油は、ナイジェリアに並ぶサブサハラ最大の産油国であり、石油に依存した経済

発展が続くと考えられる一方、農業、漁業等の潜在能力も高く「ア」国政府は石油依存

型経済からの脱却を図るため、農林水産業・製造業の振興も図っている。 

(2) プロジェクトの背景、経緯及び概要 

「ア」国では内戦終結、経済復興の開始と共に輸入貨物が急速に増加してきた。｢ア｣国

での貨物取扱量に対し、ナミベ港は全体の約 5%を占めている。ナミベ港は、モサメデス

鉄道の起点に位置し、花崗岩や大理石、鉄鉱石等が豊富な南部地域からの鉱物資源の積

出港であるとともに、日用品や建設資材を輸入する「ア」国南部の主要港湾である。2015

年におけるナミベ港の寄港舶隻数は 189 隻、コンテナ取扱量は 30,870 TEU、貨物取扱

量は約 57 万トンであった。また、「ア」国港湾共通の課題として、施設の老朽化及び

近年の海上輸送の中心であるコンテナ化への対応の遅れが挙げられる。さらに、27 年間

にわたる内戦により各港における必要な人材の確保に支障をきたしており、港湾の管理

運営及び技術スタッフの強化は、港湾分野の自立的発展を図る上で急務である。 

これらの状況に対応するため、我が国は、独立行政法人 国際協力機構（以下、JICA と

称す。）により開発調査｢港湾緊急復興計画調査｣(2005 年)を実施し、2010 年の取扱貨

物量を念頭に緊急に改修が必要な施設を抽出した｢緊急復興計画｣を策定した。この開発

調査により、ナミベ港は主要 4 港中で最も老朽化が進行していると報告され、日本国政

府は、無償資金協力｢緊急港湾改修計画｣（以下前回無償事業）を実施し、ナミベ港 No. 3A 

岸壁の改修工事が 2010 年 8 月に竣工した。 

前回無償事業による No.3A 岸壁改修により、一部の港湾施設が改善されたものの、

No.3B 岸壁他のナミベ港の施設の老朽化は更に進んでいる。また、ナミベ港のコンテナ
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取扱量は 2009 年時点で約 26,000TEU であり、開発調査時に予測した 2010 年時点の

ハイレベルの取扱量 24,000TEU を既に上回っていたことから、「ア」国政府は、引き

続きナミベ港の既存港湾施設の改修を日本に要請した。 

これを受けて JICA は、2010 年 11 月～2011 年 5 月にかけて「ナミベ港改修計画準備調

査（以下「前回調査」と称す）」を実施し、3B 岸壁改修の妥当性があると判断し、2012

年 5 月の我が国閣議で本プロジェクトの実施が決定された。 

しかしながら、その後の我が国政府と「ア」国政府の E/N 交渉が諸々の理由により頓挫

し、本プロジェクトの E/N 及び G/A は未締結であった。2015 年になって、我が国政府

から本プロジェクトの E/N 交渉を再開、2012 年 5 月の閣議決定済の供与限度額内で本

プロジェクトを実施する方針が示された。一方で、閣議決定から 3 年以上が経過し、為

替レートの変動、物価の変動、現場の状況変化等があるため、当初計画通りの全てのコ

ンポーネントの整備は困難であるため、2015 年 5 月に JICA による調査団を「ア」国に

派遣し、本プロジェクト実施を要望する旨の「ア」国政府の意思を改めて確認すると共

に、一部コンポーネントの削減/見直しは避けられない旨の説明を行い、「ア」国政府の

了承を得た。そして、2016 年 1 月 15 日に供与限度額 21.36 億円で E/N が締結された。 

(3) 調査結果の概要とプロジェクトの内容 

この要請・予備的調査結果に対し、日本政府は協力準備調査（見直し）の実施を決定し、

JICA は協力準備調査団を 2016 年 2 月 6 日から 2 月 26 日まで「ア」国に派遣した。

同調査の結果に基づき、日本国内での対象コンポーネントの精査、必要となる改修の規

模・仕様、施工計画の検討、概算事業費積算等、概略設計を実施した後、概略設計概要

説明調査団を 2016 年 7 月 10 日から 7 月 17 日まで「ア」国に派遣し、概略設計内容お

よび「ア」国による負担事項について協議・確認し、合意を得た。 

3B 岸壁及びその背後の既存施設の修復については、岸壁上部コンクリートの補修は、現

計画通り延長 240m を実施し、防舷材は、船舶大型化及び海象条件に応じて大型のセル

型防舷材を設置する。 

エプロン舗装は、中国が施工した箇所は除外する。ナミベ港側で将来モバイルハーバー

クレーンの導入が予定されていることから、舗装厚は現計画を基本とする。なお、岸壁

上部コンクリート上に設置されている海側岸壁クレーンレールは、岸壁補修時に撤去し

再敷設は行わない。中国が施工したエプロン上に設置されている陸側岸壁クレーンレー

ルは存置する。 

コンテナヤード舗装は、路床部の地盤改良効果を反映して舗装厚および鉄筋量の見直し

を行い、その上で供与限度額内で実施可能な舗装面積を算定した結果、当初要請通りの

面積を舗装する。 

冷凍コンテナ施設整備については、リーファープラグはコンセッショネアの所掌にふく

まれているため、プロジェクトコンポーネントから除外するが、冷凍コンテナヤードの

舗装は当初要請通りの面積で実施する。 
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以上の結果、最終的に提案された計画概要を要約表 1 に示す。 

要約表 1 

分野 施設名 要請内容 提案内容 

施設 3B 岸壁 岸壁補修（240m） 岸壁天端幅 2.6m、延長 240m の上部工コンクリー

トはつり、打ち換え、打ち足し 

海側岸壁クレーンレール撤去 延長 240m（再敷設

なし） 

車止め設置 延長 240m 

150t 型係船柱 1 基、100t 型係船柱 7 基設置 

セル型防舷材（1,250H）16 基設置 

係船環 3 基設置、ゴム製梯子設置 1 箇所 

既存階段の改修 1 箇所 

岸壁水中ブロック目地補修*1 

給水管改修、給水ピット補修*2 

施設 エプロン／ヤード 舗装 エプロン下部地盤改良及び鉄筋コンクリート舗装

1,584m2（中国施工部除く） 

ヤード下部地盤改良及び鉄筋コンクリート舗装

11,256m2 

ヤード上コンテナ蔵置位置マーキング 

施設 冷凍コンテナ施設 リーファープラグ及

びヤード舗装 
冷凍コンテナ蔵置部地盤改良及び鉄筋コンクリー

ト舗装 840m2 

アクセス部鉄筋コンクリート舗装 

リーファープラグはコンセッショネアの所掌に含

まれているため、プロジェクトコンポーネントか

ら除外 

*1: 詳細設計時に再度潜水調査を実施し、水中部ブロック目地の調査及び吸出しの有無の確認を行った上で、ブ

ロック目地補修の必要性について検討する 

*2: 給水管改修に関しては、中国によるエプロン舗装箇所を避けて整備可能かどうか、詳細設計時に検討する。 

(4) プロジェクトの工期及び概略事業費 

本計画を日本政府の無償資金協力により実施する場合、概算事業費は約 15.70 億円及び

予備的経費と見積もられる。また、「ア」国の経済成長・建設事情を検証した結果、今

後も物価上昇が続くものと判断した。この「ア」国における建設資材価格上昇に対応す

るための費用（予備的経費）として、実施設計を除く事業費の 12%（日本側負担）が必

要と考えられる。 

なお、本計画の全体工期は入札工程を含め約 23.5 ヶ月（詳細設計：6 ヶ月、施設建設

準備・後片付け期間：約 3 ヶ月、施設建設：約 14.5 ヶ月）が必要と考察される。 

(5) プロジェクトの評価 

本プロジェクトの実施により、以下の定量的および定性的効果の発現が期待される。な

お、裨益対象の範囲は直接的にはナミベ州住民約 50 万人、間接的には｢ア｣国南部州
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（Huila 州、Cuando Cubango 州、Cunene 州）約 400 万人の合計約 450 万人と考え

られる。 

【定量的効果】 

- 貨物船接岸時の安全性が向上し、現在の岸壁への船腹接触船舶が約 147 隻から 0 隻

に解消される。 

- エプロン及びヤード内における作業時の粉塵発生日が 360 日（稼動日）から 0 日に

減少される。 

- コンテナ荷役作業効率（本船→エプロン→ヤード仮置き、前回調査で測定された 13 

分 11 秒／サイクル）が改善される。前回無償事業で改修された No.3A 岸壁上で測

定した荷役時間から類推すれば、2 分 30 秒程度短縮できる可能性がある。 

【定性的効果】 

- ナミベ港の岸壁・エプロン・ヤード、冷凍コンテナ施設が改修されることにより、

港湾施設としての機能が回復し、物流が促進される。 

- 貨物船接岸時及び荷役作業の安全性と荷役効率が向上することで、円滑な物資輸送

が可能となり、物流コストの低減に繋がる可能性がある。 

本プロジェクトの実施により、ナミベ港における施設老朽化による港湾活動の停滞が解

消され、安全で効率的な荷役作業が確保されるだけでなく、輸入物資に大きく依存して

いる「ア」国南部住民への物資流通の効率が向上することが期待される。 

よって、本プロジェクトを我が国無償資金協力により実施する意義は高いと考えられる。 
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1. プロジェクトの背景・経緯 

1.1 当該セクターの現状と課題 

1.1.1 現状と課題 

(1) アンゴラ共和国の既存港湾施設の問題点(本計画の必要性) 

a) 地域・港湾の課題 

【内戦】 

1975 年のポルトガルからの独立後、アンゴラ共和国政府（MPLA:「ア」国解放人民運

動）と反政府勢力（UNITA:「ア」国全面独立民族同盟）間の内戦が起き、2002 年 4 月

に停戦合意に係る覚書が締結されるまでの 27 年間にわたり内戦が続いた。 

【復興の進展と港湾の重要性】 

「ア」国では内戦終結、経済復興の開始と共に輸入貨物が急速に増加し、「ア」国港湾

共通の課題として、施設の老朽化及び近年の海上輸送の中心であるコンテナ化への対応

の遅れが挙げられる。また、27 年間にわたる内戦により各港における必要な人材の確保

に支障をきたしており、港湾の管理運営及び技術スタッフの強化は、港湾分野の自立的

発展を図る上で急務である。 

｢ア｣国での貨物取扱量に対し、ナミベ港は全体の約 5%を占めている。ナミベ港は、モサ

メデス鉄道の起点に位置し、花崗岩や大理石、鉄鉱石等が豊富な南部地域からの鉱物資

源の積出港であるとともに、日用品や建設資材を輸入する「ア」国南部の主要港湾であ

る。2015 年におけるナミベ港の寄港舶隻数は 189 隻、コンテナ取扱量は 30,870 TEU、

貨物取扱量は約 57 万トンであった。 

ナミベ港に寄港する船舶の入港隻数および船舶の諸元を表 1.1 に示す。2015 年度は、

2014 年度に比べて 48 隻（約 20％）減少したが、この要因としては、「ア」国でセメン

ト工場が稼働したことで、セメント輸入が止まったことによるものと考えられる。 

表 1.1 ナミベ港の入港船舶数（2013 年～2015 年） 

 2013 2014 2015 
入港船舶数 247 237 189 
うち 外航船 181 141 115 
うち 内航船 66 96 74 

総トン数（GT） 107 – 39,753 22 – 39,905 107 – 39,106 
全長（m） 22 – 208  22 – 244  22 – 245  
喫水（m） 4 – 10  4 – 10  4 – 11 

出所：ナミベ港湾公社 

また、表 1.2 に 2015 年にナミベ港に実際に寄港したコンテナ船のリストを示す。ナミ
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ベ港では、前回調査時に設定された設計対象船舶（33,919 DWT）を超える船舶の入港

が増加し、また定期的に入港している。表 1.2 より、2015 年の最大船型は全長 224m の

船舶で 39,106GT（47,200 DWT）のコンテナ船（例：NILEDUTCH ANTWERPEN）

であった。NILEDUTCH ANTWERPEN の諸元を下記に示す。 

- 船名   ：NILEDUTCH ANTWERPEN 

- IMO No.  ：9612791 

- 船籍 、母港  ：オランダ、ロッテルダム港 

- 船種   ：コンテナ船 

- 建造年  ：2015 年 

- 総トン数  ：39,106 トン 

- 載荷重量トン数 ：47,200 トン 

- コンテナ積載量 ：3,510TEU 

- 全長 、型幅  ：224m、34.8m 

- 満載喫水  ：12.5m 

 

出所：NileDutch 社ウェブサイト 

図 1.1 NILEDUTCH ANTWERPEN（参考） 
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表 1.2 ナミベ港に寄港したコンテナ船一覧（2015 年） 

 
出所：ナミベ港湾公社 

Vesel Line Loa (m) Month Vesel Line Loa (m) Month
SAGA BEIJA FLOR FELICAN 199 MATSUSAKA Naiber 124
ZAGORA MSC 163 PRIMUS Delmas 188
SANTA GIANNINA Delmas 182 YANGTZE SPIRIT Roncamor 179
SHERIFF Manubito 122 SHASTA MSC 179
NILEDUTCH CAPE TOWN Niledutch 207 SANTA GIULIETTA Naiber 182
DESERT JEWEL Manubito 104 FALKENBERG Maersk 117
LOUIS S Delmas 220 NILEDTUCH ANTWERPEN Niledutch 224
NICOLAS DELMAS Delmas 195 NILEDUTCH LUANDA Niledutch 220
ULYSSES Niledutch 212 KOTA BUDI PIL 179
THASOS MSC 199 MERKUR CLOUD MSC 168
SANTA FRANCESCA Naiber 183 ESPERANZA Delmas 190
ZAGORA MSC 162 MATSUSHIRO Naiber 124
NILEDUTCH PALANCA Niledutch 208 SANTA FRANCESCA Naiber 183
VECTIS EAGLE Naiber 109 FALKENBERG Maersk 117
PRIMUS Delmas 188 NILEDUTCH BREDA Niledutch 224
MARIVIA Delmas 188 NILEDUTCH GEMSBOK Niledutch 207
PRIWALL MSC 202 AS AMALIA Delmas 195
NILEDUTCH IMPALA Niledutch 207 MARENO MSC 153
SANTA GIULLIETA Naiber 182 MUROU Naiber 132
WEHR ELBE Niledutch 208 FALKENBERG Maersk 117
CMA CGM MANET Delmas 195 MERKUR CLOUD MSC 168
SANTA GIANNINA Delmas 182 SANTA GIULIETTA Naiber 182
THASOS MSC 199 NILEDUTCH ANTWERPEN Niledutch 224
INDUSTRIAL BRIO Naiber 122 SANTA GIULIANA Delmas 182
ARIES MSC 194 ESPERANZA Delmas 190
SANTA FRANCESCA Naiber 183 NILEDUTCH CAPE TOWN Niledutch 207
DESERT JEWEL Manubito 104 INDIANA PIL 198
NILEDUTCH PALANCA Niledutch 208 FALKENBERG Maersk 117
AS AMALIA Delmas 195 SANTA FRANCESCA Naiber 183
MERKUR CLOUD MSC 168 NILEDUTCH IMPALA Niledutch 207
NICOLAS DELMAS Delmas 195 MARENO MSC 153
SILVER EXPLORER Roncamor 108 NILEDUTCH BREDA Niledutch 224
NILEDUTCH DURBAN Niledutch 210 ASIA PEARL III Roncamor 180
NILEDUTCH LUANDA Niledutch 220 AS AMALIA Delmas 195
SHERIFF Manubito 122 MARENO MSC 153
MUROU Naiber 132 FALKENBERG Maersk 117
SANTA GIULIETTA Naiber 182 DANAE C Niledutch 208
AFRICA STAR Roncamor 181 SANTA GIULIETTA Naiber 182
CMA CGM MANET Delmas 195 SANTA GIULIANA Delmas 182
NILEDUTCH IMPALA Niledutch 207 MARENO MSC 153
JANUS MSC 199 MATSUSAKA Naiber 124
DESERT JEWEL Manubito 104 MONTEALBA Naiber 30
SPIRIT OF CAPE TOWN Delmas 190 NORDBALTIC Niledutch 207
ESPERANZA Delmas 190 FALKENBERG Maersk 117
NILEDUTCH CAPE TOWN Niledutch 207 JONA Delmas 181
SANTA FRANCESCA Naiber 183 SANTA FRANCESCA Naiber 183
SHASTA MSC 179 MARENO MSC 153
DESERT JEWEL MANUBITO 104 NILEDUTCH IMPALA Niledutch 207
NILEDUTCH GEMSBOK Niledutch 207 AS AMALIA Delmas 195
NICOLAS DELMAS Delmas 195 FALKENBERG Maersk 117
NILEDUTCH PALANCA Niledutch 208 ARA ROTTERDAM Seatrade 142
MERKUR CLOUD MSC 168 NILEDUTCH BREDA Niledutch 224
PRIMUS Delmas 188 SAN FERNANDO REY Naiber 137
NILEDUTCH ANTWERPEN Niledutch 224 VEGA VIRGO MSC 130
SANTA GIULIETTA Naiber 182 SANTA GIULIETTA Naiber 182
CMA CGM MANET Delmas 195 SANTA GIULIANA Delmas 182
NILEDUTCH LUANDA Niledutch 220 FALKENBERG Maersk 117
ESPERANZA Delmas 190 VEGA VIRGO MSC 130
EM ITHAKI MSC 193 NILEDUTCH ANTWERPEN Niledutch 224
NILEDUTCH IMPALA Niledutch 207 JONA Delmas 191
NICOLAS DELMAS Delmas 195 THORCO WINNER Naiber 100
SANTA FRANCEASCA Naiber 183

DEC

JUN

JAN

FEB

MAR

APR

MAY

JUL

AUG

SEP

OCT

NOV
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ナミベ港の年間取扱貨物量の推移を表 1.3 に示す。2013 年から 2015 年にかけて急激に

取扱量が落ち込んでいる。表 1.4 に示す主要品目の取扱量の推移から、建設資材の取扱

が急激に減少していることが分かる。 

表 1.3 ナミベ港の取扱貨物量の推移 

 2013 2014 2015 
取扱貨物量合計（t） 1,255,487 881,995 573,443 

輸入貨物（t） 1,057,166 708,178 386,899 
輸出貨物（t） 156,013 116,270 146,051 

移出入貨物（t） 35,298 38,515 32,362 
その他（t） 7,010 19,032 8,131 

コンテナ取扱量（TEU） 35,059 37,877 30,870 
出所：ナミベ港湾公社 

表 1.4 ナミベ港の主要品目別取扱量の推移 

 2013 2014 2015 

1 輸入貨物    

 1.1 食品（t） 462,164 489,959 371,258 

 1.2 機械類（t） 1,798 559 68 

 1.3 建設資材（t） 457,943 216,014 2,135 

 1.4 その他（t） 135,261 25,129 8,843 

2 輸出貨物    

 2.1 グラナイト（t） 129,333 85,695 94,996 

 2.2 魚肉（t） 1,479 6,990 5,220 

 2.3 鉄スクラップ（t） 32,211 9,970 29,265 

 2.4 その他（t） 35,298 47,679 61,658 

出所：ナミベ港湾公社 

【ナミベ港の位置づけ】 

2015 年 5 月の JICA 団員による調査時に、「ア」国側よりナミビアのウォルビスベイ港

に対抗する港としてナミベ港の競争力を高めたく、そのためにも本プロジェクトは必要

であるとの説明があった。今般も同様の説明があり、本プロジェクトに対する「ア」国

側の考え方、位置づけは変わっていないと考える。 

今回現地調査時にウォルビスベイ港から「ア」国ウィラ州都ルバンゴまでの貨物輸送ルー

トについて、ナミベ港を経由する場合との相違点に焦点を当てヒアリング調査を行った。 

まず、このウォルビスベイルートを選択するのは、大手商社ではなく小規模な個人輸入

業者であり、ウォルビスベイ港にコネがあったり通関業者の勧めによるものとのこと。

年間の輸送量はおよそ 10,000 コンテナ（20 フィートがほとんど）である。ウォルビス

ベイ港を利用することのメリットはヒアリング調査によると下記であった。 

- ナミベ港に比べて船舶入港関係の費用が安い 

- ナミベ港に比べて輸入支払関税が安い 
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- ナミビア国では 20 フィートコンテナを 3 連結して運送可能 

- 「ア」国のナミビア国境近くサンタクララにインランド・デポがあり通関が容易 

上記のメリットにより、ルバンゴ行きのコンテナを筆頭に「ア」国南部向けの多くの輸

入貨物がウォルビスベイ港で荷揚げされる構図となっている。 

 

図  1.2 ウォルビスベイ港から「ア」国南部へのルート 

一方、ナミベ港では中国によりターミナル内に鉄道の引き込みが行われたが、本来この

引き込みは国際海上コンテナを鉄道にてルバンゴまで輸送することを目的としたもので

あった。しかしながら、現状ではナミベ（サコマール）～ルバンゴ間の輸送は石油製品

（図  1.3 参照）に限られており、ナミベ商港からの海上コンテナの鉄道輸送はまだ行わ

れていない。モサメデス鉄道では国際海上コンテナの鉄道輸送を実現するために、ナミ

ベ港湾公社に対してナミベ港内に鉄道ステーションを設置することを提案している。モ

サメデス鉄道の計画では、港内の鉄道ステーションと各駅を光ファイバーで繋いでダイ

ヤ管理を行い、効率的な鉄道輸送を図る、というものである。 

 

図  1.3 モサメデス鉄道に連結されているタンク貨車（サコマール – ルバンゴで使用） 

サンタクララ

ウォルビスベイ港

ナミベ

ルバンゴ
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【コンテナターミナル拡張計画】 

本邦民間企業のプロポーザルに基づいて、既存 3A 岸壁の北側にコンテナターミナルを

整備する計画について、「ア」国側から以下の説明があった。 

- 事業費は 3 億ドルと計画されている。うち 15%は「ア」国政府の負担とされていた

が、財政状況が悪く断った。その後、その分は東京三菱 UFJ 銀行が受け持ち、「ア」

国側が 5 年で返済する、という案で検討中である 

- EIA に関する手続きは運輸省海事港湾局が進めている。 

下記に、本邦民間企業によるコンテナターミナルの計画概要を示す。 

項目 仕様・数量 

設計対象船舶 サイズ：全長 275m×幅 32m×喫水 12.5m 
コンテナ積載量：3,000TEU 

岸壁 延長：288m 
前面水深：14.0m 

コンテナヤード 面積：6.0 ha 
コンテナ蔵置スロット：804 スロット 
コンテナ蔵置数：3,216TEU（4 段積み） 

冷凍コンテナ設備 冷凍コンテナヤード 

主要荷役機械 ガントリークレーン：2 基 
RTG：5 基 
多目的クレーン（40-50t 吊）：2 基 
リーチスタッカー（45t）：3 基 
フォークリフト（17t）：2 基 

その他 ウェイブリッジ：2 基 
X 線検査装置：1 基 

出所：ナミベ港湾公社 

b) 日本国政府の対応 

【開発調査｢港湾緊急復興計画調査｣の実施】 

「ア」国港湾共通の課題である、施設の老朽化及び近年の海上輸送の中心であるコンテ

ナ化への対応の遅れ、及び港湾の管理運営及び技術スタッフの強化に対応し、2010 年

の取扱貨物量を念頭に緊急に改修が必要な施設を抽出した｢緊急復興計画｣を策定した。

この開発調査では、ナミベ港は主要 4 港のうちで最も老朽化が進んでいると報告された。 

【無償資金協力「緊急港湾改修計画」の実施】 

この結果、日本国政府は無償資金協力｢緊急港湾改修計画｣（以下、前回無償事業）を実

施し、ナミベ港の No.3A 岸壁が 2010 年 8 月に竣工した。 

【継続案件である本プロジェクトの要請と経緯】 

前回無償事業により、No.3A 岸壁が整備されたことで一部改善されたものの、No.3B 岸

壁等、その他のナミベ港の施設の老朽化は更に進んでいる。また、ナミベ港のコンテナ
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取扱量は 2009 年時点で約 26,000TEU であり、開発調査時に予測した 2010 年時点の

ハイレベルの取扱量 24,000TEU を既に上回っていたことから、「ア」国政府は、引き

続きナミベ港の既存港湾施設の改修を日本に要請した。 

これを受けて JICA は、2010 年 11 月～2011 年 5 月にかけて「ナミベ港改修計画準備調

査（以下「前回調査」と称す）」を実施し、3B 岸壁改修の妥当性があると判断し、2012

年 5 月の我が国閣議で本プロジェクトの実施が決定された。 

しかしながら、その後の我が国政府と「ア」国政府の E/N 交渉が諸々の理由により頓挫

し、本プロジェクトの E/N 及び G/A は未締結であった。2015 年になって、我が国政府

から本プロジェクトの E/N 交渉を再開、2012 年 5 月の閣議決定済の供与限度額内で本

プロジェクトを実施する方針が示された。一方で、閣議決定から 3 年以上が経過し、為

替レートの変動、物価の変動、現場の状況変化等があるため、当初計画通りの全てのコ

ンポーネントの整備は困難であるため、2015 年 5 月に JICA による調査団を「ア」国に

派遣し、本プロジェクト実施を要望する旨の「ア」国政府の意思を改めて確認すると共

に、一部コンポーネントの削減/見直しは避けられない旨の説明を行い、「ア」国政府の

了承を得た。そして、2016 年 1 月 15 日に供与限度額 21.36 億円で E/N が締結された。 

(2) ナミベ港の現状と課題（本計画の緊急性） 

2005 年に実施された開発調査時以来、ナミベ港は主要 4 港のうちで最も老朽化が進行

しており、緊急改修が必要とされている。本プロジェクトの現地調査時には、前回無償

事業で整備された No.3A 岸壁以外の部分で、防舷材の不備による本船と岸壁の直接接触

に誘発された岸壁上部工の損傷及び本船の船腹の傷が多数確認された。前回調査及び今

回現地調査時に明らかになったナミベ港の計画対象施設の現状と課題を表 1.5 に取りま

とめる。 

表 1.5 ナミベ港の計画対象施設の現状と課題 

位置 現状 課題 

3B 岸壁と港内道路 (1) 防舷材が古タイヤ 
(2) 係船柱の老朽化・欠損 
(3) 車止めの未設置 
(4) 岸壁上部工の破損 
(5) エプロンの一部が未舗装 
(6) 背後ヤードが未舗装 

(1) 本船接岸・係留時の危険性 
(2) 本船接岸・係留時の危険性 
(3) 本船接岸・係留時の危険性 
(4) 作業効率・安全性に課題 
(5) 作業効率・安全性に課題 
(6) 作業効率・安全性に課題 

付属施設 (7) 岸壁給水ピット破損 (7) 本船へのサービスに課題 

1.1.2 開発計画 

(1) アンゴラ貧困削減戦略文書（PRSP） 

2010 年 2 月にアンゴラ貧困削減戦略文書（PRSP）の改訂版が発表され、国民生活の

改善、健全な政府の統治機構、マクロ経済の安定化、市民に対する公共サービスの確実

な普及が掲げられ、その具体策として、(a) 市民社会の再融合、(b) 市民の安全と保護、
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(c) 食料安全保障、(d)地方開発、(e) 教育、(f) 保健・HIV/エイズ対策、(g) 基礎インフ

ラ整備、(h) 雇用および職業訓練、(i) ガバナンス、(j) マクロ経済マネージメント、の

10 項目が重点分野として掲げられている。2002 年の PRSP 初版と比較すると、2002 

年版では別項目として掲げられていた「保健」と「HIV/エイズ」が 2010 年版では同項

目に統合、また逆に 2002 年版では同項目として掲げられていた「食料安全保障」と「地

方開発」が、2010 年版ではそれぞれ別項目として独立している。内戦終了後の復興過

程において地方格差・収入格差改善を新たな課題として取りあげている。 

(2) 国家経済開発中期計画（2009-13 年） 

「ア」国政府は、企画省と財務省が中心となり、今後 5 年間の持続的開発のための中期

計画を策定し、(a) 貧困削減をベースとした飢餓および貧困との戦い、(b) 持続的な経済

開発、(c) 国家復興の継続、(d) 公共事業の近代化、(e) 経済多様化と近代化、(f) 財政シ

ステムの近代化と促進、(g) 産業発展の促進、(h) 包括的農村開発、(i) 人材育成、(j) 企

業家階層の育成、(k) 雇用と所得の向上、(l) 市民の生活状況の改善、が重点分野として

盛り込まれている。 

(3) 国家開発計画 2013-2017（Plano Nacional de Desenvolvimento: PND） 

「ア」国の企画・国土開発省が発行した国家開発計画 2013-2017 では、同国の長期計画

である「Angola 2025」の実現に向けセクター毎、州毎の戦略的開発目標が掲げられて

いる。この中で、ナミベ州の戦略的開発目標の重点項目として、下記の 5 項目が挙げら

れており、ナミベ港の機能拡充が優先開発項目の一つとして位置づけられている。 

- 生産性の高い産業の育成：ナミベ港の港湾機能を拡充し南部アンゴラから北部ナミ

ビアをカバーする。トンボアでの漁業・水産加工業の強化育成。大理石・石膏産業

の育成。ガス探査。多孔質の鉄塊である海綿鉄製造業の育成。地中海・亜熱帯性気

候特有の農産物開発。畜産業の育成。 

- 水産加工業・石材加工業・鉄鋼業を含む産業拠点の開発 

- 観光開発 

- 州の電力供給および給水量の拡充 

- 砂漠化対応戦略プログラムの開発 

上記の優先開発項目を実行するため、6 つの具体的なプロジェクトが挙げられており、

予算として AOA 45,196 百万（同国の開発予算全体の 0.75%）が計上されている。本プ

ロジェクトも具体プロジェクトの一つとして位置づけられている。 

また、上述の国家開発計画 2013-2017 は「Angola 2025」の中間点となることから、政

策的目標・措置を考慮した戦略が練られており、経済・インフラ・社会・制度部門につ

き優先事項が定義され、インフラ部門の特に交通セクターに関しては以下の目標と優先

事項が定義された。 

目標：国家及び地方開発の目標達成、経済発展プロセスの促進、国土及び人口政策に
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沿った適切な運輸網を構築する。 

優先事項：人材育成・訓練制度の策定、既存設備の保守・維持システムの開発、民間

企業の参画による海事港湾セクターの再編成、港の近代化プロセスの完了、旅客運輸

網の強化、国内及び国際海運活動の再開、海上安全と「ア」国の海岸線の監視強化 

(4) 運輸省海事港湾局アクションプラン 2013-2017 

国家開発計画 2013-2017 に基づき、運輸省海事港湾局では下記のとおりナミベ港の改

修・近代化を含むアクションプランを策定した。 

- 旅客船ターミナルの建設 

- ナミベ港、ロビト港、ポルトアンボイン港の改修、近代化、拡張 

- 新港の建設（カビンダ州：Aguas Profundas do Caio 港、ベンゴ州：Barra do Dande

港、クワンザスル州：ポルトアンボイン港） 

- 海運環境の保護 

- 水路網と航路標識の整備 

- 「ア」国籍船による国際海上輸送の復旧促進 

- 海上及び航行安全の確保 

(5) ナミベ港総合戦略計画 

2011 年~2020 年で老朽化した全施設を改修・改善（コンテナヤードの増加、荷役機械

の増加、港湾作業の情報化）し、ウォルスベイ港に取られている「ア」国南部向け貨物

を取り返す戦略の策定がポルトガルのコンサルタントにより実施された。その中に、本

プロジェクトの内容が日本国による支援事業として含まれている。 

1.1.3 社会経済状況 

(1) 国民 

人口 2,500 万人（2015 年：世界銀行）を擁し、一人当たりの GNI は 6,450 ドル（2015 

年：世界銀行）である。民族としては、オビンブンドゥ人 37%、キンブンドゥ人 25%な

どアフリカ系黒人諸民族が大半を占める。宗教では、キリスト教が最大で、人口の 53%

（カトリック 38%、プロテスタント 15%）を占める。また、公用語はポルトガル語で、

その他ウンブンドゥ語等を使用している。 

(2) 経済 

「ア」国は 1975 年ポルトガルからの独立後、27 年間にわたって内戦が続いていたが、

2002 年の内戦終結後、経済は復興しており、国民総所得(GNI)は 1,615 億ドル、一人

当たりの GNI は 6,450 ドルに達している（2015 年）。各部門の GDP に占める割合は、

鉱工業が 39.4％、製造業 4.1％、建設業 10.4％、小売り卸業 7.1％、農林水産業 5.4％、
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等となっている（2014 年：African Economic Outlook）。｢ア｣国では、沿岸部の石油と

内陸部のダイヤモンドに代表されるように豊富な鉱物資源に恵まれており、経済的潜在

力は高いが、穀物、建築資材、工業製品等多くを輸入に頼っている。このため、｢ア｣国

の復興及び経済活動を支えるインフラとして港湾は重要な役割を担っている。特に石油

は、ナイジェリアに並ぶサブサハラ最大の産油国であり、石油に依存した経済発展が続

くと考えられる一方、近年の油価下落の影響を受けており、「ア」国政府は石油依存型

経済からの脱却を図るため、国家開発計画の下、農林水産業・製造業の振興等による産

業多角化を喫緊の課題として掲げている。 

(3) 近年の歴史 

「ア」国では 1975 年のポルトガルからの独立後、政府（MPLA:アンゴラ解放人民運動）

と反政府勢力（UNITA:アンゴラ全面独立民族同盟）、間の内戦が起き、2002 年 4 月

に停戦合意に係る覚書が締結されるまでの 27 年間にわたり戦闘が続いた。 

(4) 対外関係 

a) 対外関係 

軍事面及び外交面では東西冷戦時代には社会主義諸国と緊密な関係にあったが、冷戦後

は、経済面での結び付きが従来強かった西側諸国への傾斜を強めている。「ア」国は、

ポルトガル語諸国共同体、南部アフリカ開発共同体（SADC）、中部アフリカ諸国経済

共同体（ECCAS）に加盟している。2003 年より国連安保理非常任理事国を務め、2014

年に大湖地域国際会議（CIRGL）の議長国に就任（2 年間）、また、2015 年より安保理

非常任理事国（2 年間）を務める。「ア」国の対外関係の概略を表 1.6 に示す。 

表 1.6 「ア」国の対外関係 

主要貿易相手国（2014 年：IMF） 

輸出：中国（48％）、米国（9％）、インド（9％）、スペイン（6％） 

輸入：中国（24％）、ポルトガル（16％）、米国（8％）、韓国（6.9％） 

在「ア」国大使館及び代表部 

アルジェリア、アルゼンチン、ベルギー、ブラジル、カーボベルデ、中国、コンゴ共和国、コー

トジボワール、キューバ、コンゴ民主共和国、東チモール、エジプト、赤道ギニア、フランス、

ガボン、ドイツ、ガーナ、ギニア、バチカン、インド、イスラエル、イタリア、日本、韓国、

マリ、モロッコ、モザンビーク、ナミビア、オランダ、ナイジェリア、北朝鮮、ノルウェー、

パレスチナ、ポーランド、ポルトガル、ルーマニア、ロシア、ルワンダ、西サハラ、サントメ・

プリンシペ、セルビア、南アフリカ、スペイン、スウェーデン、スイス、トルコ、ウクライナ、

英国、米国、ベネズエラ、ベトナム、ザンビア、ジンバブエ及び欧州連合(EU) 
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b) 日本国との関係 

日本と「ア」国は、1976 年に外交関係を樹立したが、その後長引いた内戦の影響もあ

り、政治・経済・文化的な関係を緊密化するのに時間を要した。よって、対日本関係は、

1990 年代以前は希薄であったが、内戦の終結や豊富な資源等が発見され、次第に関係

を深めている。2005 年には在アンゴラ日本国大使館が開設された。 

【政治関係】 

- 1976 年 2 月 20 日  アンゴラ人民共和国を承認 

- 1976 年 9 月 9 日  外交関係を樹立 

- 1993 年 12 月 20 日 在インド、アンゴラ大使信任状捧呈（初代大使） 

- 2000 年 11 月 24 日  在京アンゴラ大使館開設 

- 2005 年 1 月 1 日  在アンゴラ日本国大使館（実館）開設 

【経済関係】 

日本の対アンゴラ貿易 

- 貿易額（2014 年：貿易統計）：輸出 約 322.65 億円、輸入 約 586.3 億円 

- 主要品目：輸出 車輌・鉄鋼製品・機械類、輸入 原油 

【要人往来】（「ア」国へ）2006 年以降 

- 2007 年 11 月 黒柳徹子 UNICEF 親善大使  

- 2008 年 1 月 矢野哲朗参議院議員  

- 2010 年 8 月 藤村修外務副大臣、高橋千秋経済産業大臣政務官（南部アフリカ貿易・

投資促進官民合同ミッション）  

- 2012 年 1 月 加藤敏幸外務大臣政務官  

- 2012 年 12 月 森田高総務大臣政務官  

- 2013 年 3 月 橘慶一郎総務大臣政務官 

【要人往来】（日本国へ）2006 年以降 

- 2007 年 5 月 ブランダォン運輸相  

- 2007 年 6 月 ダヴィッド産業相  

- 2007 年 10 月 ンガンダジーナ科学技術相（STS フォーラム）  

- 2008 年 5 月 ディアス・ドス・サントス首相（TICAD IV）  

- 2010 年 10 月 ジャルディン環境相（COP10）  

- 2011 年 2 月 シコティ外相（外務省賓客）  
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- 2011 年 5 月・11 月 ダヴィッド産業相  

- 2012 年 3 月 トマス運輸相（日・SADC インフラ投資セミナー）  

- 2012 年 12 月 ブラガンサ外務協力担当副大臣（原子力安全に関する福島閣僚会議）  

- 2013 年 6 月 シコティ外相（TICAD V）  

- 2013 年 9 月 ケイロス地質鉱山相（アンゴラビジネスセミナー）  

- 2014 年 11 月 マルティンス高等教育副大臣（持続可能な開発のための教育（ESD）

に関するユネスコ世界会議）  

- 2015 年 8 月 マヌエル財務大臣  

- 2015 年 10 月 クスムア社会福祉・社会復帰大臣（平成 27 年度外務省戦略的実務者

招聘）  

- 2015 年 12 月 ゴルジェル経済大臣 

1.2 無償資金協力の背景・経緯及び概要 

(1) 背景 

「ア」国は、穀物、建築資機材、工業製品等の多くを輸入に頼っているため、当国の復

興及び経済活動を支えるインフラとして港湾は重要な役割を担っている。しかしながら

主要 4 港のルアンダ、ロビト、ナミベ、カビンダ港は、内戦により適切な運営維持管理

が実施されず、施設の十分な活用が困難であった。 

(2) 経緯 

上記の状況に対応するため、我が国は JICA により開発調査｢港湾緊急復興計画調査｣

(2005 年)を実施し、2010 年の取扱貨物量を念頭に緊急に改修が必要な施設を抽出した

｢緊急復興計画｣を策定した。この開発調査により、ナミベ港は主要 4 港中で最も老朽化

が進行していると報告され、日本国政府は、無償資金協力｢緊急港湾改修計画｣（以下前

回無償事業）を実施し、ナミベ港 No. 3A 岸壁の改修工事が 2010 年 8 月に竣工した。 

前回無償事業による No.3A 岸壁改修により、一部の港湾施設が改善されたものの、

No.3B 岸壁他のナミベ港の施設の老朽化は更に進んでいる。また、ナミベ港のコンテナ

取扱量は 2009 年時点で約 26,000TEU であり、開発調査時に予測した 2010 年時点の

ハイレベルの取扱量 24,000TEU を既に上回っていたことから、「ア」国政府は、引き

続きナミベ港の既存港湾施設の改修を日本に要請した。 

これを受けて JICA は、2010 年 11 月～2011 年 5 月にかけて「ナミベ港改修計画準備調

査（以下「前回調査」と称す）」を実施し、3B 岸壁改修の妥当性があると判断し、2012

年 5 月の我が国閣議で本プロジェクトの実施が決定された。 

しかしながら、その後の我が国政府と「ア」国政府の E/N 交渉が諸々の理由により頓挫

し、本プロジェクトの E/N 及び G/A は未締結であった。2015 年になって、我が国政府
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から本プロジェクトの E/N 交渉を再開、2012 年 5 月の閣議決定済の供与限度額内で本

プロジェクトを実施する方針が示された。一方で、閣議決定から 3 年以上が経過し、為

替レートの変動、物価の変動、現場の状況変化等があるため、当初計画通りの全てのコ

ンポーネントの整備は困難であるため、2015 年 5 月に JICA による調査団を「ア」国に

派遣し、本プロジェクト実施を要望する旨の「ア」国政府の意思を改めて確認すると共

に、一部コンポーネントの削減／見直しは避けられない旨の説明を行い、「ア」国政府

の了承を得た。そして、2016 年 1 月 15 日に供与限度額 21.36 億円で E/N が締結された。 

(3) 概要 

【要請書】 

「ア」国の主要地方港湾であるナミベ港の緊急改修が要請された。具体的な要請内容を

下記に示す。 

- 要請日 ：2010 年 6 月 10 日 

- 要請内容：ナミベ港岸壁（No.3B 岸壁、No.2 岸壁、No.1 岸壁：合計延長 440m）、

エプロン、コンテナヤード、他技術協力 

【予備的調査】 

上記要請書を受け、2010 年 9 月に実施された予備的調査の先方関係者との協議結果か

ら協力準備調査対象として認められた施設は以下である。 

1) No.3B バースとその背後の既存施設であるエプロン、ヤード及び岸壁構造の改修 

- ヤードとエプロンの舗装 

- 防舷材、係船柱及び車止めを含む岸壁上部工の改修 

2) 冷凍コンテナ施設の調達と据付 

1.3 我が国の援助動向 

日本国の「ア」国に対する援助は、内戦等の過去の混乱を反映し、1996 年から 2005 年

まで食糧援助または食料増産援助が継続的に実施された。アフリカ西岸地域における存

在感、石油・ダイヤモンド等の豊富な鉱物資源、水力・農業・水産業における大きな潜

在力に対し、日本国政府のみならず、民間セクターの関心も高まってきている。一方、

石油産出を背景とした高い経済成長を遂げているが、依然として貧富の格差は大きく、

ガバナンスの脆弱性や不透明性は問題であり、経済開発の観点のみならず、MDGs の達

成や人間の安全保障、平和の定着の観点からも、日本国による支援の意義は大きい。日

本国は、「ア」国が復興段階から開発段階への移行期にあるとの認識に立ち、①：経済

開発、②：平和の定着及び③：人間の安全保障の 3 分野を重点分野として、経済的・社

会的発展に資する支援を実施している。日本国の援助動向を表 1.7 に示す。 
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表 1.7 我が国の援助動向 

年度 無償資金協力 技術協力 

2006 年度

までの累

計 

310.23 億円 29.68 億円

研修員受入 179 人 
専門家派遣 4 人 
調査団派遣 399 人 
機材供与 8.13 百万円 

2007 年度 16.32 億円

小児感染症予防計画（UNICEF 経由） (5.69) 
緊急港湾改修計画(詳細設計） (0.49) 
ルアンダ州及びベンゲラ州におけるコミュニティ参加

を通じた子供のための環境整備計画（UNICEF 経由） 
(9.75) 
草の根・人間の安全保障無償 (4 件) (0.39) 

2.52 億円

研修員受入 308 人 
専門家派遣 4 人 
調査団派遣 23 人 

2008 年度 15.39 億円

アンゴラ共和国における小児感染症対策計画（UNICEF
経由） (4.49) 
緊急港湾改修計画 (7.76) 
日本 NGO 連携無償資金協力（1 件） (1.00) 
草の根・人間の安全保障無償（6 件） (1.01) 
国際機関を通じた贈与（1 件） (1.13) 

1.91 億円

研修員受入 246 人 
専門家派遣 1 人 
調査団派遣 6 人 

2009 年度 13.15 億円

緊急港湾改修計画 (10.15) 
国家地雷除去院能力向上計画（UNDP 連携） (1.41) 
日本 NGO 連携無償 （1 件） (1.00) 
草の根文化無償 （1 件） (0.1) 
草の根・人間の安全保障無償 (5 件） (0.49) 

2.27 億円

研修員受入 439 人 
専門家派遣 3 人 
調査団派遣 9 人 
留学生受入 3 人 

2010 年度 35.16 億円

ヴィアナ職業訓練センター整備計画 (8.44) 
ポリオ撲滅計画 （UNICEF 連携） (3.83) 
緊急港湾改修計画 (国債 3/3) (21.41) 
日本 NGO 連携無償 (1 件) (1.00) 
草の根・人間の安全保障無償 (5 件) (0.48) 

3.57 億円

研修員受入 125 人 
専門家派遣 10 人 
調査団派遣 27 人 
留学生受入 7 人 

2011 年度 3.59 億円

ヴィアナ職業訓練センター機材整備計画(2.20) 
日本 NGO 連携無償 (1 件) (1.00) 
草の根・人間の安全保障無償 (4 件) (0.39) 

4.28 億円

研修員受入 230 人 
専門家派遣 6 人 
調査団派遣 24 人 

2012 年度 1.19 億円

・日本 NGO 連携無償(1 件) (0.99) 
・草の根文化無償(1 件) (0.02) 
・草の根・人間の安全保障無償(2 件)(0.17) 

 

2013 年度 1.91 億円

・日本 NGO 連携無償(1 件) (0.97) 
・草の根・人間の安全保障無償(6 件)(0.93) 

稲作開発プロジェクト 
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年度 無償資金協力 技術協力 

2014 年度 0.48 億円

・草の根・人間の安全保障無償(5 件) (0.48) 
 

2014 年度

までの累

計 

396.27 億円 59.61 億円

研修員受入 1,721 人 
専門家派遣 138 人 

出所：政府開発援助（ODA）国別データブック 外務省 

1.4 他ドナーの援助動向 

国際機関による「ア」国への援助では欧州委員会(EU Institutions が、2 国間援助では

米国によるものが目立つ。本プロジェクトに関連する案件として、中国（CHINA 

HYWAY 社）によるルバンゴからナミベ港ターミナル内（3A、3B）までの単線（日本

と同一の狭軌鉄道）の引き込みは 2013 年中期に終わっており、2 年間の瑕疵担保期間は

2015 年で既に終了している。 

近年の他ドナーの援助動向を表 1.8、表 1.9 に示す。 

表 1.8 諸外国の対「ア」経済協力実績 

（支出総額ベース、単位百万ドル） 

暦年 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 うち日本 合計 

2008 年 米国 44.64 ｲﾀﾘｱ 37.26 韓国 25.92 ｽﾍﾟｲﾝ 23.52 ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ 19.11 17.75 243.80

2009 年 米国 43.45 ｽﾍﾟｲﾝ 30.10 韓国 28.35 ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ 18.06 ﾉﾙｳｪｰ 17.84 6.76 194.25

2010 年 米国 56.63 日本 37.62 韓国 19.07 英国 16.74 ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ 15.11 37.62 200.54

2011 年 米国 68.65 ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ 20.43 韓国 17.21 ﾉﾙｳｪｰ 13.05 日本 11.52 11.52 167.58

2012 年 米国 80.20 ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ 29.46 日本 13.79 ﾉﾙｳｪｰ 12.13 韓国 8.47 13.79 167.82

2013 年 米国 64.09 ﾎﾟｰﾗﾝﾄﾞ 40.88 ﾎﾟﾙﾄｶﾞﾙ 18.23 日本 15.17 韓国 10.77 15.17 186.68

出所：政府開発援助（ODA）国別データブック 外務省 

 

表 1.9 国際機関の対「ア」経済協力実績 

（支出総額ベース、単位百万ドル） 

暦年 1 位 2 位 3 位 4 位 5 位 その他 合計 

2008 年 EU 49.39 GFATM 29.58 IDA 28.37 UNICEF 16.29 GAVI 14.79 19.37 157.79

2009 年 EU 38.90 IDA 26.05 GFATM 9.61 UNICEF 8.50 GAVI 5.64 17.92 106.62

2010 年 GFATM 25.88 EU 24.39 IDA 10.93 UNICEF 8.29 AfDF 7.78 18.29 95.56

2011 年 EU 28.10 IDA 14.73 GAVI 9.63 AfDF 8.97 UNICEF 7.65 15.91 84.99

2012 年 IDA 46.37 EU 26.51 GAVI 16.24 GFATM 13.82 UNICEF 7.19 14.25 124.38

2013 年 IDA 59.03 GFATM 38.16 EU 33.16 UNICEF 7.24 GAVI 4.55 12.02 154.16

出所：政府開発援助（ODA）国別データブック 外務省 
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2. プロジェクトを取り巻く状況 

2.1 プロジェクトの実施体制 

2.1.1 組織・人員 

(1) 運輸省海事港湾局 

本プロジェクトの実施機関である運輸省海事港湾局（IMPA）は「ア」国運輸省に属し、

海運及び港湾に係わる活動のモニタリング、監理、監督及び監査等を司る。ナミベ港を

含めた各港湾公社の監理、監督、監査業務も港湾院の仕事に含まれる。運輸省の組織図

を図 2.1 に示す。 

 
出所：運輸省海事港湾局 

図 2.1 運輸省組織図 

(2) ナミベ港湾公社 

ナミベ港では、ナミベ港湾公社が港の管理に当たっている。本プロジェクトにより整備

される施設は、技術部門により維持管理される。特に、各高官の積極性と保安部のセキュ

リティの職務遂行能力は高い。ナミベ港公社の組織図を図 2.2 に示す。 

今回現地調査時点において、ナミベ港湾公社では人事異動・組織改編の途中であり組織

国家道路局 海事港湾局

技術委員会

技術支援部局

ロビトコリ

ドー協議会

副大臣官房

副大臣

大臣官房

諮問機関

監査室 事務局

監督機関

大臣

法務室 調査・企画・統計室

国家水路局 国家荷主協会

ナミベ港湾公

社

国家航空局 国家鉄道局

諮問委員会 運営委員会
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の詳細や人員について情報を得ることができなかった。 

 

 
出所：ナミベ港湾公社 

図 2.2 ナミベ港湾公社組織図（2016 年 3 月現在） 

2.1.2 民営化 

2014 年に、ナミベ港湾公社と民間事業者である、Sociedade Gestora de Terminais, S.A

社（ 以下 SOGESTER と呼ぶ、出資比率：AP Moller Terminals 社 51%、Gestao de 

Fundos 社 49%) との間でコンセッション契約が締結された。 

このコンセッション契約について、ナミベ港湾公社側から以下の説明があった。 

- 契約期間は 2014 年から 20 年 

- ターミナルの運営、荷役機械の調達及び維持管理、荷役作業中の安全性向上、がコ

ンセッショネアである SOGESTER の責務として契約に含まれている。 

- 施設の改修はコンセッション契約には含まれていない。従って、本プロジェクトに

よる改修事業に係る権限はナミベ港湾公社にある。 

- 3A 岸壁で損傷した防舷材の修理・交換は、ナミベ港湾公社の責任である（契約書

6.2 項） 

また、コンセッション契約に関し、コンセッショネアによる投資計画に係る頁（契約書

第 21 条）の写し及びその付表（表 2.1 はその抜粋）を入手した。コンセッショネアに

よる投資項目として表 2.1 に示される項目以外に、給排水網、シャワー施設などのアメ

ニティ設備が記載されていた。本プロジェクトに関係するコンポーネントは「リーファー

コンテナプラグ」以外記載されていないが、一方で、本プロジェクトのコンポーネント

の整備はナミベ港湾公社の責務である旨の明確な記載も見当たらない。本プロジェクト
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のコンポーネントがコンセッショネアの投資計画と重複していない旨をコンセッション

契約書において確認したかったが、調査団が望むような記載が確認できないため、協議

の結果、「コンセッショネアは本プロジェクトに介入する権限はない」ことを書面にて

合意した。 

なお、ナミベ港のコンセッショネアである SOGESTER 社は、ルアンダ港でも 2007 年

にコンセッション契約を締結しコンテナターミナルを運営している。 

表 2.1 コンセッショネアによる投資計画 

                      単位:千 USD

項目 1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 

建築及びその他建設 2,900 4,410 2,010 1,340

 管理棟建設 2,500 2,000 0 0

 その他建設：フェンス、舗装、ゲート 400 2,410 2,010 1,340

荷役機械 3,005 2,235 685 1,035

 リーチスタッカー 1,000 500 500 500

 空コンテナ専用フォークリフト  350

 移動式クレーン 0 400 0 0

 Terberg（トラクタヘッド） 420 140 140 140

 トレーラシャーシ 135 45 45 45

 荷役機器 1,000 0 0 0

 スペアパーツ 450 0 0 0

 発電機 0 1,000 0 0

 リーファーコンテナプラグ（48 口） 0 150 0 0

輸送機械 1,000 0 0 0

管理機器 1,100 300  

有形固定資産合計 8,005 6,945 2,695 2,375

無形固定資産（ソフトウェア等）合計 618 600  

合計投資額 8,623 7,545 2,695 2,375

出所：ナミベ港湾公社 

2.1.3 財政・予算 

本プロジェクトの責任省庁は運輸省であり、ナミベ港の運営はコンセッショネアが行う

が、整備される施設機材を含めたナミベ港の維持管理は実施機関であるナミベ港湾公社

が実施する。ナミベ港湾公社から過去 6 年間（2013 年度はデータ提供なし）の財務状態

について情報提供があり、表 2.2 に示す。同表より、2012 年度及びデータ提供のなかっ

た 2013 年度を除きいずれも赤字を計上しており、特に 2015 年は、寄港船数・取扱貨物

量ともに大きく減少したことにより、赤字額が大幅に増えた。ナミベ港湾公社の財務状

況は健全ではなく改善が求められるが、現地調査において港湾維持管理に支障は生じて

ないことを確認すると共に、ナミベ港湾公社の財政面で問題が生じた場合には運輸省海

事港湾局及び国家荷主協会からの補填が受けられる体制であることを確認した。 
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表 2.2 ナミベ港湾公社財務状況（単位：AOA 千） 

 
出所：ナミベ港湾公社 

2.1.4 技術水準 

(1) 既往協力案件による施設の維持管理状況 

ナミベ港の 3A 岸壁は我が国無償資金協力｢緊急港湾改修計画｣（前回無償事業）にて 2010

年 8 月に改修工事が竣工した。その後、ナミベ港湾公社はコンセッション契約によって

ターミナル運営、荷役機械の調達や維持管理を民間事業者に委ねているが、港湾施設は

法律上国家財産であり、その維持管理はナミベ港湾公社の責務となっている。前回無償

事業にて改修された港湾施設の維持管理状況はおおむね良好であったが、防舷材につい

てはほぼ全てが破損しており復旧もされていない。寄港船舶の大型化や船舶接岸時の自

然条件など防舷材破損の原因は複数考えられ、3B 岸壁に設置する防舷材には破損を繰り

返さないような設計が重要であり、また維持管理のためのマニュアルを整備することも

必要と思われる。一方で、ナミベ港湾公社側では維持管理要員の育成及び維持管理費用

の手当を確実に行う必要があると共に、貨物船接岸時の操船方法の改善（接岸速度、接

岸角度）など運用面での改善も必要である。 

2.1.5 既存施設 

ナミベ港の計画対象施設の既存施設の現状と課題は表 1.5 に取りまとめた通りであるが

下記に現地調査結果を述べる。 

(1) 3B 岸壁 

本プロジェクト対象地域の No.3B 岸壁に関連する港湾施設は、岸壁、エプロン、ヤード、

防舷材、係船柱、係船環、梯子、階段、給水ピット、コモンダクトである。 

a) 岸壁上部工 

岸壁上部工のコンクリートはブロック状に割れている箇所があり、また車止めが設置さ

れていないため、係船作業や荷役作業に危険な状態である。上部工上には係船柱が設置

されているが欠落している箇所もあり、係船作業に支障をきたしていると思われる。ま

た、給電及び給水ピットが配置されているが、大部分は使用不可能であり改修が必要で

項目 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度

A. 収入 2,784,758 2,476,188 2,858,079 2,244,662 1,348,591

B. 支出 3,149,230 2,769,024 3,316,677 2,662,540 1,616,224

　　　１）材料費 0 0 454,076 97,149 212,915

　　　２）減価償却 512,310 544,198 306,540 154,230 151,163

　　　３）給与 1,579,795 1,589,222 1,517,571 1,556,069 1,079,365

　　　４）維持管理費 1,057,194 635,604 1,038,490 739,325 288,547

C. 収支 ▲302,612 ▲88,013 131,067 ▲35,774 ▲894,822



アンゴラ国 ナミベ港改修計画準備調査（見直し） 
準備調査（見直し）報告書 

20 
 

ある。なお、給電設備について、ナミベ港では既存の岸壁クレーンを今後使用する予定

はないため改修は行わない。給水施設に関しては、今回現地調査にて船舶へ直接給水可

能な給水管の設置の希望があり、中国によるエプロン舗装箇所を避けて整備可能かどう

か、詳細設計時に検討することで合意した。岸壁上部工の状況を図 2.3 に示す。 

  

図 2.3 3B 岸壁上部工の状況 

b) 岸壁ブロック水中部の状況 

前回調査において潜水士による目視観測が行われ、下記が報告されている。 

- 岸壁を構成するコンクリートブロックにクラック等はなし 

- 縦方向のブロックの隙間ほとんどなく、横方向には最大 40cm 程度のものはあるが、

全体的には少ない 

- ブロックの沖岸方向のずれはほとんどない 

- ブロックの据え付け状況はかなり良い 

- 裏込材や埋立材の吸出しは確認されなかった。 

一方、今回現地調査時にナミベ港湾公社の総裁から下記の説明があった。 

- 内戦時、ナミベ港には南アフリカによって機雷が敷設された 

- その機雷が爆発したことによってナミベ港の岸壁は影響を受けている 

- ヤードの不等沈下も機雷爆発以降に生じた 

前回調査で実施された潜水調査結果が残っていないことから、詳細設計時に再度潜水調

査を実施し、水中部ブロック目地の調査及び吸出しの有無の確認を行った上で、ブロッ

ク目地補修の必要性について検討する。 

c) 防舷材、係船柱など 

現在、3B 岸壁には約 20 個の古タイヤが防舷材替わりに設置されている。古タイヤを用

いている岸壁は珍しくはないが、古タイヤが吸収できる船舶の接岸エネルギーは大きく

なく、また岸壁への接岸時反力も大きいため結果として船体、岸壁双方に損傷を与える

ことになる。ナミベ港には大型の貨物船が定期的に入港していることからゴム製の防舷
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材を設置する必要がある。防舷材の状況を図 2.4 に示す。 

  

図 2.4 3B 岸壁 防舷材現況 

3B 岸壁上には老朽化した係船柱が設置されており、一部脱落した箇所が見られる。また

船舶への乗降に利用される階段や梯子も損傷が著しい。係船柱、階段、梯子の状況を図 

2.5 に示す。 

   

図 2.5 3B 岸壁 係船柱（脱落箇所）、階段、梯子の現況 

(2) エプロン 

3B 岸壁背後のエプロン部は、後述するとおり中国による鉄道線路引き込みに際してコン

クリート舗装がなされた。エプロン部につき、2005 年時点および現在の状況を図 2.6

に示す。 

  

図 2.6 エプロンの状況（左：2005 年、右：2016 年） 
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(3) ヤード 

エプロン陸側の港内荷役及びコンテナなどの貨物仮置き空間であり、No.3A 及び No.3B 

岸壁背後にある倉庫跡も本プロジェクトの対象範囲である。ヤードは細砂路盤の上に

2cm～5cm 程度のコンクリート舗装が敷設されていた。現在、荷役機械が走行する部分

はほとんど舗装が剥がれている。未舗装によって地盤の平坦性が悪いため、荷役作業の

安全性が損なわれていると共に作業時に粉塵が発生している。従って、ヤードは改修が

必要である。3A 及び 3B 岸壁背後には撤去した倉庫の基礎スラブが 2 箇所存在する。

双方とも本プロジェクトのヤード整備の障害となるため撤去する必要がある。ヤード部

につき 2005 年時点及び現況を図 2.7 に示す 

 

図 2.7 ヤードの状況（左：2005 年、中央、右：2016 年） 

(4) 冷凍コンテナ設備 

ナミベ港に元々設置されていた冷凍コンテナ用プラグは、6 プラグ×4 板 = 24 プラグで

あったが、年々増加する冷凍コンテナ輸入量（表 2.3 参照）に対してプラグの絶対量が

不足していた。 

表 2.3 ナミベ港における冷凍コンテナ輸入量の推移 

冷凍コンテナ輸入量 
2013 2014 2015 

本数 TEU 本数 TEU 本数 TEU 
20 フィートコンテナ 230 230 148 148 200 200
40 フィートコンテナ 1,030 2,060 1,200 2,400 1,108 2,216

合計 1,260 2,290 1,348 2,548 1,308 2,416
出所：ナミベ港湾公社 

また、現地ヒアリングによると、定期的に入港する船社分に関しては冷凍コンテナの数

量が把握できるが、日時がずれての入港船に対しては冷凍コンテナへのプラグを通じて

の電源供給計算が成り立たず、あわててジェネレーターを投入することも良くあるとの

ことである。現在ナミベ港に設置されているプラグは、老朽化しているが現状の使用に

耐えている。 
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図 2.8 現状の冷凍コンテナプラグソケット板 

こうした状況に対して、ナミベ港のコンセッショネアである SOGESTER 社では、ルア

ンダ港にて自社が運営するターミナルから最高 48 プラグを接続することが可能な発電

機を持ち込んで冷凍コンテナ取扱量の急増に対応している。今後も冷凍コンテナの増加

傾向が引き続く場合には、SOGESTER はジェネレーターの追加設置を行って対応して

いくと思われる。 

  

図 2.9 SOGESTER 社の冷凍コンテナ用ジェネレーター 

2.2 プロジェクトサイト及び周辺の状況 

2.2.1 関連インフラの整備状況 

(1) 道路 

｢ア｣国は 2002 年内戦終了後、他ドナーの支援等により交通インフラ整備などが急ピッ

チに進められている。ルアンダ-ベンゲラ間は道路を利用した交通が可能である。道路公

社が管理する幹線道路は約 1.5 万 km あり、年間 1,200 km の進捗で改修工事が進めら

れてきた。ナミベ州では、空港から市内までの約 7 km の道路、市内道路及びルバンゴ

街道は、そのほとんどが舗装されている。 

(2) 航空路 

ルアンダ-ナミベ間は約 710km と長距離のため、これらの都市の往来には殆どの住民が
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飛行機を利用している。1960 年に建設されたナミベ空港の近代化事業が 2014 年 2 月に

完了した。しかしながら、ルアンダ-ナミベ間国内航空線は、遅延及びキャンセルが多発

している。 

(3) 海運 

現在ナミベ港にコンテナ定航サービスを提供している船社は 4 社であり、そのサービス

ルートや寄港船型を表 2.4 に示す。 

表 2.4 ナミベ港に寄港する主なコンテナ運航船社 

 

(4) 鉄道 

ナミベ港を起点とするモサメデス鉄道の施設復旧工事は、中国やインドの支援によって

完了している。モサメデス鉄道の全線延長は 859km で、すべてが単線であり、非電化

区間である。 

(5) 電力 

前回調査では、「ア」国電力公社ナミベ支局から、ナミベの電力は内陸部にあるマタラ

イ水力発電所からルバンゴを経てナミベに送電されており、設備は老朽化しているため

停電の頻度が高いとの情報があった。予備のため、ナミベ市内から約 5km の地点に

7MPA 圧力のタービン及びボイラー2 基の火力発電所がある。ナミベでは電力施設が老

朽化しており停電が多い。 

(6) 電話 

電話状況は非常に悪く固定電話は殆ど利用されていない。近年は携帯電話の普及率が高

く、殆どの「ア」国国民が携帯電話を持っている。携帯電話会社として国家系のウニテ

ル社と民間のモビセル社がある。ナミベではモビセル社の電波受信状態が非常に悪い。 

運航会社名 船型DWT TEUサイズ 全長(m) 喫水平均 寄港地 アジア接続

MSC+Maersk (2M) 11,500~24,330 957~2,807 130~202 7.8～9.1 Cape Town~Walvis Bay~ Ninbo
(Mediterranean Shipping) Namibe~Lobito~Cape Town

NDS (Nile Dutch Service) 24,000~47,200 2,800~4,253 202~224 7.9~10.1 Cape Town~Point Noire~Matadi~ Shanghai
(Plus Ro/Ro) Douala~Malabo~Bata=Libreville~ Ningbo

Luanda~Lobito~Namibe Nansha
(Cabinda,Soyo subject volume)

CMACGM/Delmas 20,450~37,523 2,207 181~220 8.0~9.0 Pointe Noire~Namibe~Walvis Bay Busan
Pointe Nore-Libreville~Boma~Matadi Nansha

Pointe Noire
NAI (Naiber) 28,494~30,029 1,800~2,400 122~183 7.9~8.5 Cabinda~Luanda~Lobito~Namibe~ Europe~

~Soyo~Luanda~North European Ports Angola
Cabinda~Luanda~Lobito~Namibe~ Brazil~
Santos~Itajai ~ Angola

 その他の不定期船

Felican 傭船状況は一定ではない 199
Manubito 104-122
Pacific International 179-198
Roncamor 108-181
Hull Blyth 117
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(7) 水道 

ナミベでは、断水が発生する。ナミベ港は、従来から消防タンク車を配備している。前

回無償事業にて、地下タンクを備えたポンプ施設がナミベ港内に整備された。 

2.2.2 自然条件 

本プロジェクトにおける自然条件に関しては、前回準備調査で得られた情報をベースと

する。なお、気象条件に関しては、今回現地調査にて「ア」国気象庁（INAMET）ナミ

ベ空港観測点より最新の観測データを入手した。 

表 2.5 月別最多頻度風向 

 
出所：「ア」国気象庁 

表 2.6 平均風速の月別平均値（単位 m/s） 

 
出所：「ア」国気象庁 

表 2.7 最高気温の月別平均値（単位：度） 

 

出所：「ア」国気象庁 

表 2.8 最低気温の月別平均値（単位：度） 

 

出所：「ア」国気象庁 

 

 

 

 

月別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
2011 NW NW NW SW SW SW NW NW NW NW NW NW
2012 NW NW NW SW NW SW SW SW NW SW NW SW
2013 - - - - - - - - - - - -
2014 NW NW NW NW S NW NW NW NW NW NW NW
2015 NW NW NW NW - - - NW NW NW NW NW

月別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
2011 4.6 5.5 4.1 5.7 5.5 5.5 5.0 4.1 4.5 4.2 4.5 4.3
2012 4.5 5.8 4.5 5.0 3.6 5.8 5.3 5.7 4.3 4.5 7.9 4.6
2013 - - - - - - - - - - - -
2014 6.1 7.1 6.4 5.0 5.6 7.5 4.6 5.9 6.4 4.6 6.0 4.6
2015 4.0 6.3 6.0 4.4 - - - 5.1 4.3 5.5 5.5 5.9

月別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
2011 30.7 31.4 31.9 30.2 25.8 24.4 21.9 22.6 24.4 25.4 26.9 26.8
2012 27.5 27.1 29.7 29.1 26.1 25.1 22.1 22.4 23.5 26.1 28.3 27.8
2013 28.4 29.3 30.2 29.6 26.9 23.7 21.6 22.3 23.3 25.4 28.0 27.7
2014 29.1 30.1 30.6 30.1 27.7 22.3 21.0 22.1 23.1 24.7 27.7 27.5

月別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
2011 26.5 26.8 27.6 25.5 20.4 18.9 17.7 18.8 20.5 21.2 22.7 22.8
2012 23.9 22.6 25.0 23.6 21.1 19.5 18.2 18.2 19.6 21.8 23.6 23.4
2013 24.5 24.3 25.3 24.3 21.9 18.7 17.8 18.4 19.5 21.3 23.6 23.4
2014 24.6 25.4 25.6 25.0 22.7 18.9 17.3 18.5 19.3 20.7 23.6 23.3
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表 2.9 相対湿度の月別平均値（単位：%） 

 

出所：「ア」国気象庁 

表 2.10 月別降雨量（単位：mm） 

 

出所：「ア」国気象庁 

2.2.3 環境社会配慮 

本プロジェクトは、「国際協力機構環境社会配慮ガイドライン」（2010 年 4 月）に掲げ

られる港湾セクターのうち大規模なものに該当せず、環境への望ましくない影響は重大

ではないと判断され、かつ同ガイドラインに掲げられる影響を及ぼしやすい特性及び影

響を受けやすい地域に該当しないため、同ガイドラインに基づきカテゴリ B と分類され

る。本業務では、上記に基づき、以下に示す資料の収集、調査、検討を行った。 

(1) アンゴラ国における本プロジェクト実施に必要な環境承認プロセスの確認 

(2) プロジェクトに係る環境、社会への影響度とその軽減策の検討 

(3) 軽減策に基づくモニタリング案の提案 

(1) アンゴラ国における本プロジェクト実施に必要な環境承認プロセスの確認 

本プロジェクトは、前回無償プロジェクトに引き続き、市街地から離れた商港の一般民

間人が立ち入ることが出来ない港湾エリア内の既存岸壁、エプロン及びヤードを改修す

るものである。本プロジェクト実施による海岸線の変更はなく、マングローブや珊瑚は

存在せず、また住民移転や先住民対策の対象となる住民は存在しない。従って、前回準

備調査時において、本プロジェクト実施にあたって環境影響評価（EIA）は不要である

旨、「ア」国運輸省海事港湾局からの書面にて確認済みであり、今回調査においても再

確認済みである。 

しかしながら、本プロジェクトの実施に際しては、実施機関であるナミベ港湾公社が環

境省から認可を受ける必要がある。ナミベ港湾公社が一度認可を受けているという情報

があったが、認可状況が確認できないこと、また、一般論として環境省の認可の有効期

限は 4 年であり、仮に認可を受けていたとしても既に有効期限が切れている、もしくは

本プロジェクトの入札までに有効期限が切れる可能性が高いと思われる。したがって、

今回調査において「入札が予定されている 2017 年 1 月までにプロジェクト実施に必要

月別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
2011 79.0 73.0 78.0 78.0 81.0 89.0 89.0 81.0 84.0 75.0 73.0 72.0
2012 70.0 70.0 68.0 70.0 77.0 73.0 78.0 77.0 75.0 72.0 67.0 62.0
2013 66.0 66.0 65.0 66.0 76.0 77.0 80.0 79.0 76.0 73.0 67.0 67.0
2014 69.0 66.0 79.0 72.0 74.0 80.0 81.0 80.0 77.0 73.0 67.0 71.0

月別 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
2011 6.7 9.8 27.1 6.6 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.6 0.0 2.1
2012 5.7 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 22.9 9.6 4.0
2013 0.0 6.3 14.9 - - - - - - 0.4 0.0 2.8
2014 0.0 0.0 18.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.0 0.0 17.9 22.5
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な認可を環境省から受ける」旨で合意した。 

(2) プロジェクトに係る環境、社会への影響度とその軽減策の検討 

2005～2006 年の開発調査時に実施されたステークホルダーミーティング及び初期環境

調査で抽出された環境インパクト及び今回現地調査結果を踏まえ、本プロジェクト実施

によって引き起こされる環境への影響とその緩和策案を表 2.11 に示す。また、5.5 に環

境チェックリストを示す。 

表 2.11 プロジェクトに係る環境影響と緩和策 

影響項目 内容 緩和策 

大気汚染 工事中に重機・車両の稼働により汚

染物質の排出及び粉塵が発生する。

- 重機・車両の整備・点検の

徹底 
- 工事個所、道路への散水 

廃棄物 既存岸壁、エプロン及びヤード改修

工事に伴い、建設廃材が大量に発生

する可能性がある。 

- 適切な土捨場の確保 

岸壁撤去時の前面

海域保護 
既存の岸壁改修作業中に廃棄物が

落下し岸壁の計画水深が保たれな

い可能性がある。 

- 廃棄物落下防止施設の設置

水中での間詰作業により岸壁前面

海域に小規模な汚濁が発生する可

能性がある。 

- 汚濁防止膜の設置 

事故 施工期間中に工事関連車両と港湾

関連車両の事故が発生する可能性

がある 

- 工事用仮設道路の設置 
- 誘導員の配置 
- 工事車両の明示、走行・速

度規制 

(3) モニタリング計画 

緩和策に基づき、必要なモニタリング計画を工事前・工事中と供用時に分けて表 2.12

及び表 2.13 にまとめた。モニタリング結果は、5.6 に示したモニタリングフォームによ

り JICA 及び環境省への定期的な報告が求められる。 

 

表 2.12 モニタリング計画（工事前・工事中） 

影響項目 項目 モニタリング方法 地点 時期・頻度 

大気汚染 粉塵等の状況 目視確認 事業対象地点 毎日 

廃棄物 内容・量 目視確認 事業対象地点 毎日 

海域保護 
（水質汚濁） 

水質汚濁状況 目視確認 事業対象地点 水中間詰作業時 

降雨時排水 目視確認 事業対象地点 降雨時 

保護区 水質汚濁に兼ねる 

生態系 水質汚濁に兼ねる 

生活・生計 交通渋滞等 目視確認、ヒアリ

ング 
事業地周辺 週 1 回 
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影響項目 項目 モニタリング方法 地点 時期・頻度 

労働環境 安全衛生管理実施

状況 
工事月報の確認 事業対象地点 月 1 回 

事故 安全衛生管理実施

状況 
工事月報の確認 事業地周辺 月 1 回 

 

表 2.13 モニタリング計画（供用時） 

影響項目 項目 モニタリング方法 地点 時期・頻度 

事故 安全衛生管理実施

状況 
工事月報の確認 事業地周辺 月 1 回 

2.3 その他（グローバルイシュー等） 

(1) ｢ア｣国内の社会問題 

30 年にも及ぶ「ア」国の内戦は 2002 年に終結したものの多数の地雷を残して国家経済、

社会基盤、市民の生活に大きな影響をもたらした。国連の調査によると 1975 年の独立

後、反政府勢力 UNITA との武力衝突が始まってから約 100 万人が亡くなり、全国民の

1/3 にあたる 400 万人が住居を失ったと報告されている。農村地域における地雷や内陸

部への主要交通網となる道路、橋、鉄道の破壊などにより「ア」国経済の復旧が遅れた。

また、長年の内戦は多くの難民を隣国に流出し、近年帰還してきているものの、言語問

題、教育問題の他、技術者が育成してこなかったことなどが問題となっている。 

既存報告書（「政府開発計画（The Government of Angola Program）」、「マルチセ

クター緊急復興計画（Emergency Multisector Recovery Project: EMRP）」等から現在

の「ア」国内における社会問題を整理すると以下の通りである。 

- 内陸部に点在する多数の地雷撤去 

- 食料安全保障 

- 輸入依存による物価高 

- 住居不足、上下水道・電気・健康・衛生施設の不足、不十分なゴミ処理管理 

- 動植物の消滅 

- 森林伐採による生物の多様性の消失 

- 都市部への人口集中と失業者 

- 国内人材育成 

(2) 「ア」国南部州間の連結と国際回廊への発展 

このような背景の中で、「ア」国では交通インフラの復興・整備が進みつつある。道路

輸送は急激に回復している。また、主要鉄道路線については、本プロジェクト対象であ

るナミベ港を起点とするモサメデス鉄道が、中国及びインドの投資により復旧している。
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本プロジェクトによるナミベ港主要岸壁の港湾機能回復とモサメデス鉄道の復旧により、

「ア」国南部州への物流の安全性と効率の向上が期待される。 

一方、「ア」国を含む南部アフリカ地域の発展のためには、恵まれた地下資源などを活

かした世界貿易への参加が効果的な手段と考えられ、南部アフリカの内陸国が世界貿易

に参加するためには、沿岸国と協力した港湾までの道路、鉄道などの輸送路の整備とゲー

トウェイとしての港湾整備が不可欠である。今後、ナミベ港は、将来のナミビア国境と

の接続が国家開発計画の中でも期待されており、現港湾施設の早期復旧により港湾機能

の回復を図り、国際回廊のゲートウェイとしての役割が求められている。 

(3) プロジェクト実施後の影響と効果 

以上のことから、本プロジェクトによる計画対象地域の港湾施設改修は、「ア」国南部

だけでなく南部アフリカ地域のグローバルイシュー解決に寄与すると考えられる。 
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3. プロジェクトの内容 

3.1 プロジェクトの概要 

3.1.1 上位目標とプロジェクト目標 

「ア」国では、2002 年まで続いた内戦により国内インフラの破壊と老朽化が進み、同国

の主要商業港では、港湾施設の劣化・非効率な運用が物流の妨げとなっている。他方で、

内戦終結後、同国は天然資源による収入を梃子に急速な経済復興を進めたことから、資

材や生活雑貨等の輸入貨物が増加しており、現状の港湾施設の改善が急務となっている。 

こうした状況の中、「ア」国の企画・国土開発省が発行した国家開発計画 2013-2017 で

は、同国の長期計画である「Angola 2025」の実現に向けセクター毎、州毎の戦略的開

発目標が掲げられ、ナミベ州の戦略的開発目標の重点項目の一つとしてナミベ港の機能

拡充が優先開発項目の一つとして位置づけられている。 

これに基づき、運輸省海事港湾局ではナミベ港の改修・近代化を含むアクションプラン

を策定した。 

本プロジェクトは、「ア」国南部地方の拠点港湾であるナミベ港の港湾施設の機能を復

旧することにより、地域社会経済発展の基盤整備を目標とするものである。 

3.1.2 プロジェクトの概要 

本プロジェクトは、上述した目標を達成するために 2010 年 8 月に引き渡された前回無

償プロジェクトに引き続きナミベ港の改修を行うものである。これにより、本来の港湾

施設としての機能が回復され物流の促進が期待される。この中において、協力対象事業

は、ナミベ港の 3B 岸壁、エプロン及びヤード、冷凍コンテナ施設を改修するものであ

る。 

(1) プロジェクトの基本コンポーネント 

「ア」国からの当初要請、2015 年 5 月の事前調査における協議、及び今回現地で実施し

た調査及び協議結果を踏まえ、協力対象範囲を下記の通り整理する。 

表 3.1 プロジェクトの基本コンポーネント 

優先度 内容 スペック 

1 3B 岸壁およびその背後の既存施設の修復 
- 岸壁上部コンクリート修復、車止め、防舷材、係船柱

の据付 
- エプロン舗装 

岸壁長 240m 

2 コンテナヤード舗装  

3 冷凍コンテナ施設整備  

なお、本プロジェクトは既に 2016 年 1 月 15 日に E/N 締結済（供与限度額 21.36 億円）
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であり、同供与限度額内で協力コンポーネントを見直すこと、一部コンポーネントが実

施されない可能性があることについて「ア」国側の同意が得られている。 

(2) 期待される効果 

本プロジェクトの投入により下記の効果が期待できる。 

a) 定量的効果 

指標名 
基準値 

（前回調査実績値） 
目標値 

（事業完成 3 年後）

貨物船接岸時の安全性向上 
（接岸時の船体と岸壁の接触） 

147 隻 0 隻 

エプロン及びヤード作業時の粉塵抑制 360 日 0 日 

コンテナ荷役サイクルの改善 13 分 11 秒 10 分 35 秒 

b) 定性的効果 

- ナミベ港 3B 岸壁、エプロン、ヤード及び冷凍コンテナ施設が改修されることで、

港湾施設としての機能が回復し物流が促進される。 

- 貨物船接岸時及び荷役作業の安全性と荷役効率が向上することで、円滑な物資輸送

が可能となり、物流コストの低減に繋がる可能性がある。 

3.2 協力対象事業の概略設計 

3.2.1 設計方針 

(1) 基本方針 

a) 協力対象範囲 

「ア」国からの当初要請、2015 年 5 月の事前調査における協議、及び今回現地で実施し

た調査及び協議結果を踏まえ、「ア」国南部地方の拠点港湾であるナミベ港の港湾施設

の機能を復旧することを目的とした施設改修を協力対象範囲とする。 

b) プロジェクトコンポーネント 

上記の協力対象範囲を踏まえて整理した表 3.1の通りとする。本プロジェクトは3.1.2(1) 

でも述べた通り、2016 年 1 月 15 日に既に供与限度額 21.36 億円で E/N 締結済みであり

表 3.1 に示した優先度に従って同供与限度額内で協力コンポーネントを見直すことが求

められ、一部コンポーネントが実施されない可能性があることについて「ア」国側から

同意が得られている。以下に、今回現地調査及び協議の結果を踏まえたプロジェクトコ

ンポーネントの見直し経緯を示す。 

i) 岸壁・エプロン延長 

岸壁及びエプロンは、現計画通りの 240m 長を実施してほしいとの要望があったため、
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これを第一優先度とし、コンテナヤード舗装を第二優先度とした。 

ii) 中国によるエプロン舗装箇所の確認 

3B 岸壁において改修予定のエプロン（幅 20m）のうち、幅 13.4m の部分は中国がエプ

ロン舗装およびレール（鉄道レール 6 本、クレーンレール 1 本）敷設を完了させていた

（図  3.1 参照）。当該部分は本プロジェクトから除外することについて同意が得られた。 

エプロン舗装およびレールに関する図面等の設計・施工資料の所在については、ナミベ

港湾公社及び事業主体であるモサメデス鉄道本社（ルバンゴ）にヒアリング調査を行っ

たが、中国側からの資料類は一切残されておらず、下記の情報のみを得ることができた。 

- 施工時期は 2012～2013 年の 6～7 ヶ月間、瑕疵担保期間は 2 年間で既に終了してい

る。 

- 施工業者は CHINA HYWAY 社。工事内容についての JICA からの施工数量などに

関する問い合わせに対する CHINA HYWAY からの回答レターがモサメデス鉄道本

社に保管されていた。 
 

 

図  3.1 エプロンの舗装状況 

中国が施工したエプロン舗装（コンクリート舗装）のコンクリート強度を確認するため、

エプロン舗装内の 3 箇所にて、シュミットハンマーにより簡易的に強度を確認した。比

較のため、前回無償プロジェクトで建設された 3A 岸壁のエプロンおよびヤード舗装部

各 1 箇所についても強度を測定した。測定結果を表  3.2 に示す。 

中国により舗装されたエプロン部分

（エプロン幅20mのうち）幅 13.4m

海側クレーンレール

撤去後再敷設なし

陸側クレーンレール

撤去なし、存置

岸壁上部工

幅 2.6m

今回の事業

対象範囲

幅 6.6m
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図 3.2 コンクリート強度測定状況 

表 3.2 シュミットハンマーによる推定強度 

測定位置 
3B 岸壁エプロン部（中国施工箇所） 3A 岸壁 

0 + 230.0m 
付近 

0 + 120.0m
付近 

0 + 10.0m 
付近 エプロン部 ヤード部 

推定強度（N/mm2) 42.07 52.74 42.20 43.09 32.93 

表 3.2 によれば、中国が施工したエプロン舗装のコンクリート強度（推定強度）は、3

箇所とも 3A 岸壁のエプロン舗装と同等であった。従って、少なくともコンクリート強

度の面からは中国施工部分はこのまま使用しても問題ないと考えられる。 

また、1 箇所（0 + 120.0m 付近）エプロン舗装の背面を人力により掘削し、コンクリー

トの舗装厚さを確認したところ、厚さは t = 30 cm であった。この部分の表層土には多

量の石（最大 30 cm 程度）が混入しており人力では掘削が困難であったため、今回調査

では舗装厚を確認するのが限界であり、より深く掘削して路盤等の舗装構成を確認する

ことは不可能であった。 

  

図 3.3 エプロン舗装厚（t = 30cm）の確認 

また、今回の現地調査中、3B 岸壁のエプロン上にグラナイトの切石（1 辺 2～3m の直

方体）が一段積みで横並びに仮置きされている状況を確認した。このことから 50～70 

kN/m2（5～7 tf/m2）程度の等分布上載荷重（静荷重）に対しては、中国が施工したエプ

ロン舗装は供用上問題ないと考えられる。 

30cm 大の石 
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図 3.4 グラナイト切石の仮置状況 

上述の今回現地調査結果より、エプロン部ならびにコンテナヤード部の舗装に関する基

本方針を以下に示す。 

- 中国が施工したエプロン舗装部は、今回の調査で得られた結果よりそのまま使用で

きる可能性が高い。従って、中国が施工した部分については今回のプロジェクト範

囲から除外（図 3.5 の着色部分）することを基本方針とする。 

 

図 3.5 エプロン舗装範囲（案） 

- 上記に伴い、前回準備調査にて含まれていた岸壁本体の重力式ブロックの陸側から

の間詰め（図 3.6）、および既設の排水用カルバートの補強（図 3.7）についても、

今回のプロジェクト範囲から除外することを基本方針とする。 

 13400（中国施工範囲） 6600（本事業範囲） 

グラナイト切石

1 辺 2～3 m 
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図 3.6 岸壁本体重力式ブロック間詰め（陸側） 

 

 

 

図 3.7 既設カルバートの補強 
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- エプロン舗装部の幅 20m のうち、中国側が施工した幅 13.4m を除く幅 6.6m の部分

が今回プロジェクトにおける整備範囲である。この部分の舗装構造については、モ

バイルハーバークレーンの導入が検討されていることから、現行設計通り（t = 

350mm RC 舗装、D19mm 二段配筋）とすることを基本方針とする。 

- コンテナヤード部の舗装については、40t リーチスタッカーの走行を前提条件とし

て「港湾の施設の技術上の基準・同解説」に準拠して舗装構造を検討することを基

本方針とする。その際、路床部となる原地盤（埋土）については、既往の土質調査

において軟弱な部分が存在することが確認されており、その対策として現行設計通

り厚さ 1m の表層改良を行うこととするが（エプロン舗装部も同様）、路盤部およ

び舗装コンクリート版については設計基準に準拠して、また 3A岸壁のコンテナヤー

ドの舗装構造を参考にした適切かつ経済的な舗装構造とする。 

- 岸壁クレーンレールについては、既存の岸壁クレーンは老朽化しており使用されて

いないこと、将来修理して使用する計画もないことにより、岸壁上部工上の海側ク

レーンレールについては、岸壁上部工補修時に撤去し、レールの再敷設は行わない。

また、中国が施工したエプロン上の陸側クレーンレールはそのまま存置することを

基本方針とする。 

iii) 荷役機材の確認によるヤード舗装厚の見直し 

今回現地調査において、エプロン上およびコンテナヤード上の荷役機械について以下の

事項が確認された。 

- 荷役作業は、コンテナ（実コン・空コン）については、40t リーチスタッカーおよ

びヤードシャーシが、グラナイトについては 40t フォークリフトが使用されている。

これらの荷役機械は、エプロンおよびコンテナヤードの両方で使用されている。 

- 岸壁クレーンは現在使用されておらず、ナミベ港湾公社の説明では、将来も修理し

て使用する予定はないとのことであった。 

- ナミベ港湾公社としては、今後の荷役作業の効率化のためモバイルハーバークレー

ンの導入を検討しており、その使用範囲はエプロン上に限定される。 

iv) リーファーヤード・リーファープラグ 

冷凍コンテナ施設の整備は、ナミベ商港内で計画されているコンテナターミナル整備に

含まれる可能性があるため、本プロジェクトから除外することを提案したが、先方から

は冷凍コンテナ施設も含めてほしい（プラグ 100 口ほどを要望したいとのこと。現計画

では 24 口）との要望があったため、第三優先度として残すこととした。しかしながら、

コンセッショネアの投資計画に冷凍コンテナプラグ 48 口分が含まれていることが判明

したことから、本プロジェクトから冷凍コンテナプラグを除外することでナミベ港湾公

社と合意した。 



アンゴラ国 ナミベ港改修計画準備調査（見直し） 
準備調査（見直し）報告書 

37 
 

v) 岸壁クレーンレールの再敷設の可能性確認 

既存の岸壁クレーンは、購入から 28 年、46 年、59 年と老朽化が進みスペアパーツが容

易に入手できないこと、吊り能力が最大 10t であり現在の荷役作業に適していないこと

等の理由で現在使用されておらず、また将来修理して使用する計画もない。 

従って、海側の岸壁クレーンレールは岸壁上部コンクリート修復時に撤去し、レールの

再敷設は不要であること、また陸側の当該クレーンレールは存置する旨（図  3.1 参照）、

合意した。また、岸壁クレーンを将来使用する計画がないことから、岸壁クレーン用の

給電設備も不要となる。 

 

図  3.8 既存岸壁クレーン 

vi) 3A 岸壁防舷材の破損状況 

今回現地調査中に、ナミベ港湾公社より「防舷材」に関して要望があった。前回無償プ

ロジェクトにて設置された防舷材が事業完了後 1 年以内に破損したため、今回プロジェ

クトにおいては耐久性に優れた防舷材を希望する、という内容である。現状調査を行っ

たところ、2010 年に前回無償プロジェクトによって整備された 3A 岸壁の防舷材（全 16
基）について、防舷材前面の受衝板が脱落しているものが 4 基あり、また前面受衝板に

ついては全てについて表面の樹脂板が脱落したり損傷を受けたりしていた（図  3.9 参照）。  

No. メーカー 購入年 吊り能力

① TAKRAF 1988 10t
② MAGUE 1957 5t
③ DEMAG 1970 5t

①

②

③
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図 3.9 3A 岸壁 防舷材および前面受衝板損傷状況 

「ア」国側関係者へのヒアリングを含む現地調査ならびに帰国後の防舷材メーカーへの

ヒアリングの結果、防舷材および前面防衝板の主要な破損原因として推測できるものは、

以下の 3 点であったと考えられる。 

接岸船舶の大型化 

3A 岸壁の当初設計においては、吸収エネルギー241kNm 以上の防舷材が仕様となって

いた（設計図面では、受衝板付きセル型チェーン無し、参考サイズ ϕ1300×1000H）。

これは、「港湾の施設の技術上の基準・同解説」に準拠して接岸エネルギーを試算する

と、30,000DWT 程度のコンテナ船（喫水 9.5m とした）に相当する。 

 

図 3.10 3A 岸壁当初設計における防舷材 

それに対して、現在のナミベ港では最大 47,200 DWT の大型船が喫水を浅くして（乾舷

高を高くして）入港・接岸している。47,200 DWT のコンテナ船の諸元を仮定して（喫

水は 9.5m とした）「港湾の施設の技術上の基準・同解説」に準拠して接岸エネルギー

を試算したところ、E = 460kNm 程度となり、これは 3A 岸壁当初設計における防舷材

の吸収エネルギー241kNm を大きく上回った。 

また、大型船舶がナミベ港の水深（設計値-10.5m）に対応するために喫水を浅くして入
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港・接岸している結果、写真のように、本船舷側のフレアー部（垂直部分の下の湾曲し

た部分）が防舷材に接触したり、舷側の突起が防舷材に接触したりしていた。 

  

図  3.11 側フレアー部および突起部の防舷材への接触 

このような、防舷材の通常の使用条件と異なる状況が、防舷材および受衝板の損傷原因

の一つになっているものと考えられる。 

防舷材メーカーへのヒアリングでは、舷側のフレアー部や突起部が受衝板の上側を押し

て受衝板上半分に圧縮力が働いた結果、受衝板の下半分に逆に引張力が働き、その繰り

返しにより受衝板の鉄板取付部が破断したのが理由と推測される、とのことであった。 

 

図  3.12 防舷材の破壊機構の推定 

 

港内のうねりに伴う船体動揺 

ナミベ港は、防波堤などの遮蔽物がなく沖波の長周期成分がそのまま港内に入射する地

形となっており港内にうねりが発生しやすい。現地調査期間中もうねりにより本船の出

港の延期を余儀なくされることがあった。 

このうねりに伴う船体動揺により、防舷材軸に対して平行な力（圧縮・引張）だけでな

く、直角方向（水平・鉛直）の力（せん断）も働き防舷材に対して想定外の力が加わっ

たことが推測される。 

前面受衝板の損傷状況を見ると、集中した力で引っ掻かれ抉られたような痕跡が見られ

る。受衝板は肉厚 30mm のポリエチレン樹脂板をステンレスボルトで鉄板に留めた構造

 

圧縮 圧縮 

引張 引張 
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となっており、船体動揺によってボルト軸に対して直角方向の力が働き、留めボルトが

脱落・破損すると、ポリエチレン樹脂板も容易に剥がれて鉄板がむき出しの状態となる。

また、受衝板表面の高分子量ポリエチレン樹脂板は、その低摩擦係数の性質から、船体

と防舷材との摩擦力を低減する機能を持っているため、樹脂板が脱落し鉄板がむき出し

になった受衝板に船舶が接触すると、通常より強い摩擦力が働き防舷材本体にとってさ

らに過酷な条件となったことが想像できる。 

防舷材の形状・構造 

前回無償プロジェクトでは、様々な経緯を経て実際に 3A 岸壁に設置された防舷材は、

図 3.13 に示すハイパーセル型の防舷材であった。このタイプの防舷材は、根元から先

端までほぼおなじ太さの（寸胴型の）通常のセル型防舷材に比べて先端が細くなってお

り、防舷材軸方向の圧縮力を受けた場合、先端の細い部分が亀の頭のように根元に引っ

込むことにより、通常のセル型防舷材よりも高いエネルギー吸収性能を示し、その結果、

通常はより経済的な防舷材選定となることが多いのが特徴である。参考までに、この防

舷材の吸収エネルギーは 276kNm である。また、岸壁本体と受衝板を繋ぐチェーンは当

初設計通り付けられなかった。 

 

図 3.13 3A 岸壁に実際に設置された防舷材（ハイパーセル型） 

この形式の防舷材は、通常の使用による防舷材軸方向の圧縮力に対しては高いエネル

ギー吸収性能を示すが、前述のように防舷材に引張力・せん断力が働いた場合、通常の

セル型に対して先端部の断面積が小さいため、先端部に働く応力度が大きくなり、より

破断しやすいことが推測される。 

また、引張・せん断に対して受衝板の挙動を拘束する機能を持つチェーンが取り付けら

れていなかったため、引張・せん断を受けた受衝板が自由に動き、その結果防舷材本体

先端部の応力度が過大になったことも考えられる。 

上記にて推測した 3A 岸壁防舷材の破損原因を踏まえ、本プロジェクトでは、より大型

のセル型防舷材（前面防衝板・チェーン付き）を採用し、1. 大型化している現状および

将来の入港船舶に対応し、2. うねりのあるナミベ港特有の海象条件による船舶動揺に対

応することを基本方針とする。 
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c) プロジェクトコンポーネントの基本方針のまとめ 

上述した検討経緯及び表 3.1 に示した優先度に従って、プロジェクトコンポーネントの

基本方針を下記に取りまとめる。 

i) 3B 岸壁及びその背後の既存施設の修復 

- 岸壁上部コンクリートの補修は、現計画通り延長 240m を実施する。 

- 車止め、係船柱は現計画通り設置する。 

- 防舷材は、船舶大型化及び海象条件に応じて大型のセル型防舷材を設置する。 

- エプロン舗装は、中国が施工した箇所は除外する。ナミベ港側で将来モバイルハー

バークレーンの導入が予定されていることから、舗装厚は現計画を基本とする。 

- 岸壁上部コンクリート上に設置されている海側岸壁クレーンレールは、岸壁補修時

に撤去し再敷設は行わない。中国が施工したエプロン上に設置されている陸側岸壁

クレーンレールは存置する。 

ii) コンテナヤード舗装 

- コンテナヤード舗装は、路床部の地盤改良効果を反映して舗装厚および鉄筋量の見

直しを行い、その上で供与限度額内で実施可能な舗装面積を算定する。 

iii) 冷凍コンテナ施設整備 

- リーファープラグはプロジェクトコンポーネントから除外する。 

- 冷凍コンテナヤードの舗装はプロジェクトコンポーネント対象とするが、E/N の供

与限度額内でコンテナヤード舗装面積を当初要請面積に近づけることを優先し、工

事費に余裕がある場合に限り冷凍コンテナヤードの舗装を行う。 

(2) 自然環境条件に対する方針 

a) 気温 

既往報告書等によると、10 月から 5 月までの最高気温は 25℃以上であるが、年間平均

気温は 22℃程度である。また、現地調査期間中、顕著な昼夜の気温差が体感できた。よっ

て、暑中コンクリートへの対応は考慮する必要性は低い。 

b) 風 

既往報告書等によると、「ア」国の位置する南東大西洋では、年間を通じて南方向から

の風が卓越しており、風速は南に向かうほど強くなる。施工計画では、コンクリート打

設時の急激な表面乾燥を防ぐため、注意深い養生計画が必要である。 

c) 降雨 

既往報告書等によると、1 日当たり 10mm 以上の日数は年間で 5 日程度であり、作業
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休止など降雨による工事への影響を考慮する必要は低い。1 日当たり最大降雨量も

15mm 程度であるが、雨季には降雨強度が強くなる。よって、エプロン及びヤードの排

水計画は全体として過大な施設規模とならず、かつ、必要な排水能力を確保する計画を

検討する。 

d) 波浪 

既往報告書等によると、「ア」国の位置する南東大西洋ではサイクロンやハリケーンの

発生がないため、これに伴う高波浪が来襲することは考えられない。一方、南西大西洋

では、年間を通じて南方向からの風が卓越しており、風速は南に向かうほど強くなる傾

向がある。このため、ナミベ港においては、南からの波浪が卓越する。ナミベ港では、

岸壁などの港湾施設は卓越する S（南）～SSW（南南西）方向の波浪に対しては陸地の

遮蔽域内にあるため、波浪による外力や港内の静穏性に対する影響は小さいと考えられ

る。しかし、現地の風資料では NW（北西）方向の風が観測されている。また、前回調

査のヒアリング結果から、ナミベ港では、午前中は静穏であるが、午後には波高が高く

なるという情報が得られている。このため、施工計画に当たっては、こうした風波によ

る影響を考慮する必要がある。ただし、この場合でも、波高は 50cm 程度と考えられる。 

e) 流れ及び地形変化 

既往報告書等によると、ナミベ港の場合港湾施設はナミベ湾の南側奥部にあり静穏性が

確保されている。波浪条件は緩やかであるが、S（南）～SW（南西）方向からの波浪に

より、湾中央の沿岸部からナミベ港の岸壁に向かう弱い循環流が生じていると考えられ

る。施工計画では、潜水作業時の送風管捌きに留意した作業計画が必要となる。 

f) 地盤支持力試験結果 

前回調査において、ナミベ港の計画対象区域内にて設計 CBR 試験のための試料を採取

し、試験を現地再委託によって行われた。前回無償プロジェクトより、地盤支持力が弱

い部分が散見された。当該部分の路床改良を設計時に検討する。 

g) 水中探査結果 

前回調査において、No.3B 岸壁前面水中部の方塊ブロックの状況を把握するため、日本

人ダイバーによる目視調査が行われた。方塊の破損や変形状況、目地隙間（垂直および

水平方向）間隔を測定するとともに、写真撮影が行われた。岸壁は、高さ約 2.1m の上

部工（上段 0.4m、下段 1.7m）があり、その下に 5 段積みのブロックがある。上 4 段

のブロック高さは、2.0～2.5m 程度である。上部工基部部分（上部工天端より 2m 下がっ

た地点）は基本的には水上にあり（潮位による）、高さがそろっていることが確認され

た。ブロック上 4 段の据付けは千鳥（上下段で、ブロック縦目地を半分ずつずらす据付

方法）。最下段ブロック（5 段目）は、砂に埋まっているため、正確な高さは不明であっ

た。ブロックの隙間は、縦方向にはほとんどなかった。横方向（縦目地）には、最大 40cm 

程度の隙間が存在するが、全体的には少なかった。縦目地が開いている割合は全体の 20%

程度であった。ブロック横方向の隙間からスタッフを差し入れると、ブロックの奥行き
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は 0.8～1.0m 程度であった。これらの間詰めを設計時に検討する。また、岸沖方向のず

れはほとんどなく（5cm 以下）ブロックの据付状況はかなり良い。ブロックの隙間に砂

は見られず、現在、砂が排出しているとは考えられないという結果であった。 

h) 試掘結果 

前回調査において試掘調査が行われ、エプロン、ヤードの未舗装部に凹部が見られた。

試掘により空洞が地中に存在しないことが確認された。現在、吸い出しを受けていると

は考えにくいという結果であった。部分的に粘土質の粒子が砂質土に混ざっている。よっ

て、部分的な路床改良を設計時に検討する。一方、計画対象地には撤去された上屋の下

部やブロック舗装の下部にコンクリート基礎構造物の存在が推定され、このコンクリー

ト基礎構造物の撤去にはジャイアントブレーカーが必要となる。また、撤去により、現

地盤を地下 4m まで乱すことになる。乱した部分は、砂置換及び路床改良により地盤支

持力の確保を図る。 

(3) 社会経済条件に対する方針 

a) 物価 

「ア」国の物価上昇率は 10.3％（2015 年：世銀）であり、2009 年の 13%からは下がっ

ているが依然高い状況にあり、積算に用いる単価は調達性も踏まえて慎重に検討する必

要がある。 

b) 労働許可(就労ビザ) 

「ア」国への渡航時には、在日本「ア」国大使館で一般ビザを取得後「ア」国移民局で

就労ビザを直接申請する必要がある。プロジェクト開始前に、コンサルタントも建設業

者も就労ビザを取得する必要がある。申請時には、ポルトガル語訳した 12 種類の雇用

契約書等資料が必要となる。なお、一般ビザでは「ア」国内の移動においてトラブルが

あったという事例もあり、留意が必要である。 

3A 岸壁を対象とした前回無償プロジェクトにおいては、特に第三国人の就労ビザの取得

に多大な時間を要した。この件の善処については 2015 年 5 月の JICA 団員による調査

時に申し入れ、今回現地調査においても同様の申し入れを行った。「ア」国側は本件に

ついてよく認識しており、運輸省国際協力局、運輸省海事港湾局、ナミベ港湾公社は移

民局などと相談して便宜を図るとの説明があった。 

免税措置に関しては、今回現地調査においてE/Nに基づいて適切な措置が取られること、

もし何らかの理由により免税措置に遅れが生じる場合には、ナミベ港湾公社が通関のた

めの一時払いを行うことで合意した。 
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(4) 建設事情 

a) 設計基準 

「ア」国では、港湾構造物に関する設計基準及び設計手順が制定されておらず、統一さ

れた港湾施設の設計手順も存在しない。よって、我が国の「港湾の施設の技術上の基準・

同解説」を設計基準として用いる。 

b) 調達事情 

i) 建設事情 

「ア」国は 2002 年の内戦終了後、他のドナーにより交通インフラ整備、近年では中国

による都市開発整備等が急ピッチで進められ、急激に経済が発展し建設ラッシュを呈し

ていたが、2014 年頃からの中国経済低迷に伴い建設工事は停滞している。 

また、ナミベにおいては中国がクレジットラインにより一括工事を行なった鉄道及び道

路事業がほぼ完成している。彼らはプロジェクト毎にキャンプを構築して体制を組み、

自国からエンジニアを派遣、建設機械や資材等を輸入して実施し、「ア」国の建設会社

を育ててこなかったが、中国企業との JV 工事等により数社は実力をつけて来ている。 

中国企業の撤退（一時閉鎖）後、「ア」国の建設会社も建設機械の保有数を増やし、職

人やエンジニアを雇い入れ、地場の土木・建築工事を請負うまでに育っており、コンク

リートプラント工場を構築すると共に国内生産のセメント・骨材を用いた生コンクリー

トの販売を行うまでに育っている。 

今回現地調査の結果、2 社（OMATAPALO 社、CSN 社）が建設会社として請負工事を

実施できる技術水準にあり、基本的建設技術は有しているが、今回のような港湾工事の

経験は持たない。従って、本プロジェクトの実施にあたっては本邦技術者・技能工によ

る管理・監督が必要と考える。 

  

ナミベスポーツパビリオン（Web サイトより）     コンクリートプラント 

図 3.14 OMATAPALO 社（土建工事 請負、本社：ルバンゴ） 
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CSN 社機材ヤード（ナミベ） 

図 3.15 CSN 社（土建工事 機材リース、本社：ナミベ） 

ii) 建設資材 

セメント・骨材とも現地調達が可能である。セメントは「ア」国で生産されており、現

在輸入が禁止されている。前述の OMATAPALO 社では、ナミベ地区において生コンク

リートを販売しており、購入可能である。但し、ドライミックス方式を用いていること

から、事前の製品検査・確認及び品質管理は必要とされるが、施工計画においてプラン

トの持ち込みを考慮する必要はない。 

また、鋼材並びに防舷材等の二次製品は全て輸入されている。 

iii) 建設機械 

前述の CSN 社では、今回の改修工事で必要とされる機械類の大半を保有しているが、

海上工事用機械（潜水作業機器）、コンクリートカッターや油圧ブレーカー等は調達・

メンテナンスに難があると判断される。このため、特殊な建設機械および「ア」国にな

いものは本邦より搬入する。 

iv) 労務 

前述の 2 社が建設会社として請負工事を実施できる技術水準にあり、地盤改良などの特

殊機器の必要な工事以外は、本邦企業による外注方式での施工管理が可能と考える。ま

た、特殊工事については、本邦企業による特殊技術者／熟練技能工の日本あるいは第三

国からの雇用、及び現地一般作業員の直接雇用または下請け外注方式による施工が可能

である。 

(5) 現地業者の活用に係る方針 

(4)b)にて述べた通り、今回現地調査の結果、2 社（OMATAPALO 社、CSN 社）が建設

会社として請負工事を実施できる技術水準にあり、基本的建設技術は有しているが、今

回のような港湾工事の経験は持たない。従って、本プロジェクトの実施にあたっては本

邦技術者・技能工による管理・監督が必要と考える。 
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(6) 運営・維持管理に対する対応方針 

a) ナミベ港のコンセッション契約 

ナミベ港では、2014 年にナミベ港湾公社と民間事業者である SOGESTER 社との間でコ

ンセッション契約が締結され、ターミナルの運営や荷役機械の調達及び維持管理はコン

セッショネアが行う。一方で、港湾施設は法律上国家財産であるため、その維持・管理

はナミベ港湾公社の所掌である。 

b) 荷役機械維持・操作に対する方針 

上述した通り、ナミベ港ではターミナルの運営、荷役機械の調達及び維持管理、荷役作

業中の安全性向上、がコンセッショネアの責務になっている。しかしながら、老朽機械

の使用による油漏れ、大型荷役機械の操作におけるタイヤの据え切りを考慮し、前回無

償プロジェクトと同様に、エプロン及びヤードの舗装材料は油に強く耐久性の良いコン

クリートとする。 

c) ヤードでの路面マーキング 

前回無償プロジェクトで、2010 年 4 月に実施された短期専門家による技術協力時の提

言が実行されていない。ナミベ港のターミナル運営はコンセッショネアの責務ではある

が、ヤードへの路面マーキングを本プロジェクト日本側整備内容として提案する。 

(7) 施設のグレードに係る方針 

a) 岸壁 

前回無償プロジェクトと同様に、岸壁は一定量を斫り新規にコンクリートを打ち足す。

また、防舷材・係船柱設置位置は設計対象船舶の諸元に基づいて検討する。 

b) エプロン・ヤード 

前回無償プロジェクト及び中国によって施工された部分を除き、既存施設の平坦性は悪

い。エプロン・ヤード舗装はコンクリート舗装（「港湾の施設の技術上の基準・同解説」

に準拠）とする。設計対象車両はコンテナ対応の重車両であり、実入りコンテナ 3 段積

み及び空コンテナ 5 段積みに対応する 40 トンリーチスタッカーに荷重に耐える舗装構

成とする。 

(8) 工法、工期に係る方針 

a) 既存港湾施設の改修計画 

ナミベ港は「ア」国南部の地方国際港湾として活発な寄港数と取扱貨物量を記録してい

る港である。本プロジェクトの計画サイトは現在供用中の岸壁及びヤードであることか

ら以下の点に留意する。 

- 建設工事による供用中の港湾オペレーションへの影響が最小限になる計画、設計を
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立案する 

- 港湾荷役への影響を抑えるため、計画サイトを 2 工区割りして部分竣工させる。 

b) コスト縮減と品質の確保 

- 品質の確保を最大の目標とする。構造物及び調達機材の品質を確保し、事故の回避・

初期維持管理コストの縮減・クレーム発生回避により、プロジェクト全体のコスト

縮減を図る。 

- 現地調達、第三国調達、本邦調達の比較により調達性とコストを勘案した実現可能

な計画、設計を立案する。 

- 計画サイトの現状、環境及び条件に則した計画、設計を立案する。計画サイト固有

の条件・状況に基づいた規模・内容とし、かつ我が国 ODA として要求される品質

確保に努める。 

(9) 設計条件 

ナミベ港の設計条件を表 3.3 及び表 3.4 に取りまとめる。 

表 3.3 ナミベ港の施設別設計条件・状況 

施設 設計環境・状況 

No. 3B 岸壁 - 前案件の対象である No.3A 岸壁と同一法線上に位置している。 
- 風、波浪、潮位条件などの自然条件は、前案件と同一とする。 
- 計画水深についても、No.3A 岸壁と同一の 10.5m である。 
- 3B 岸壁を利用する船舶の条件は、大型化を考慮する 
- 前回調査における潜水調査及び試掘では、直ちに構造が崩壊するよ

うな継続的な大規模吸い出し現象の証拠は発見されていない。 

No. 3B エプロン・ヤード - 前回調査において、対象区域に赤色粘土層の存在や設計 CBR が小

さい（2 程度）ことが確認されており地盤改良が必要である。 
- 地盤改良工法については、改良効果、施工期間、施工費の面から、

表層混合処理工法の採用を計画する。 
- 陥没している箇所には、上層路盤のセメント固化処理等が必要。 

 

表 3.4 ナミベ港の設計条件 

設計条件 数値 

岸壁諸元 天端高さ +3.4 m 

計画水深 -10.5 m 

利用条件 最大対象船舶諸元 船長：223 m 
満載喫水：12.5 m 
総トン数（GT）：39,106 t 

最小対象船舶諸元 船長：100.5 m 
満載喫水：9.2 m 
総トン数（GT）：6,381 t 
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設計条件 数値 

船舶牽引力 直柱：1,500 kN、曲柱：1,000 kN 

船舶接岸速度 0.15 m / 秒 

最大船舶載荷重量トン 47,200 t 

車両総重量（トラクタ・トレーラー40 フィー

トコンテナ用） 
34,210 kg 

荷重条件（トラック） T-25 

荷重条件（リーチスタッカー） 40 t 

荷重条件（モバイルハーバークレーン） 40 t ～50 t 吊 

40 フィートコンテナ最大重量 30,480 kg 

舗装構成 鉄筋コンクリート舗装 

自然条件 潮位 M.H.W.S +1.7m 
M.L.W.S +0.5 m 

最大風速 風向 SSW 12.5～15.0 m/秒 

設計 CBR 2 以上 

路床の K30 値 75 以上 

3.2.2 基本計画 

(1) 全体計画 

岸壁及びエプロンの対象範囲は No.3B 岸壁の延長 240m とする。ヤードの対象範囲は

岸壁、エプロンの背後とし、エプロン・ヤード舗装面積は、中国施工部分を除き約 13,620 

m2 とする。冷凍コンテナ蔵置部のコンクリート舗装 28m×30m を整備する。 

3.2.3 概略設計図 

本プロジェクトで計画・設計した施設の平面、立面、断面及び配置を図 3.16～図 3.32

に示す。 

図 3.16  ナミベ港平面図 

図 3.17  ナミベ港 No.3B 岸壁現況平面図 

図 3.18  No.3B 岸壁標準断面図（現況） 

図 3.19  No.3B 岸壁復旧計画平面図 

図 3.20  上部工撤去図 

図 3.21  上部工平面図構造図 

図 3.22  上部工構造詳細図（1） 

図 3.23  上部工構造詳細図（2） 

図 3.24  上部工構造詳細図（3） 

図 3.25  岸壁ブロック改修工法図 
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図 3.26  エプロン舗装平面図 

図 3.27  ヤード舗装平面図 

図 3.28  上部工、エプロン横断図 

図 3.29  ヤード横断図 

図 3.30  エプロン、ヤード舗装構造図 

図 3.31  舗装区分図 

図 3.32  冷凍コンテナ施設配置 
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図 3.16 ナミベ港平面図 
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図 3.17 ナミベ港 No.3B 岸壁現況平面図 
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図 3.18 No.3B 岸壁標準断面図（現況） 
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図 3.19 No.3B 岸壁復旧計画平面図 
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図 3.20 上部工撤去図 
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図 3.21 上部工平面図構造図 
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図 3.22 上部工構造詳細図（1） 
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図 3.23 上部工構造詳細図（2） 
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図 3.24 上部工構造詳細図（3） 
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図 3.25 岸壁ブロック改修工法図 
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図 3.26 エプロン舗装平面図 
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図 3.27 ヤード舗装平面図 
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図 3.28 上部工、エプロン横断図 
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図 3.29 ヤード横断図 
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図 3.30 エプロン、ヤード舗装構造図 
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図 3.31 舗装区分図 
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図 3.32 冷凍コンテナ施設配置 
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3.2.4 施工計画／調達計画 

【本プロジェクトの緊急性】 

本プロジェクトは、既存の港湾に対して増大する港湾貨物への対応および対象船舶の接

岸や荷役活動に対する安全性の確保を緊急に迫られた条件下で行われるものである。本

項では、日本国政府による無償資金協力事業により実施されることを想定した施工・調

達計画を策定する。 

【建設物価の動向】 

ナミベ港では、2007 年（B/D）～2010 年（施工完了）にかけて前回無償事業（Phase-1）

が実施されており、同期間中の 2007 年 3 月に建設単価（最低単価）調査が実施された。

前回準備調査においては、2011 年 1 月に建設単価（最低単価）調査が実施された。その

結果、建設物価については「労務」が約 10%／年、「資材」が約 2～20%／年、「建設

機械賃貸料」が約 12%／年の上昇となっている。 

また、「ア」国の実質 GDP 成長率は、2009 年のグローバル金融危機後に徐々に持ち直

していたが、原油安や中国景気悪化により 2013 年を境に低下に転じており、建設物価

については、これらの世界的な経済状況（特に中国経済）や「ア」国石油の価値や産油

量の影響を受けてきている。このため、建設ラッシュや縮小に伴う好・不況により建設

物価は変動し、各項目でばらつきが大きい。 

【施工／調達計画策定時の注意点】 

以上のことから、①既存港湾利用の安全面、②工事期間の短縮及び、③資機材調達の困

難さなどに配慮した工法計画、資機材調達計画、工程計画、品質管理計画を立案し、適

切な施工規準、施工監理の下に工事を実施することが重要となる。 

(1) 施工方針／調達方針 

a) 基本事項 

i) 閣議及び交換公文 

無償資金協力における本プロジェクトの実施に際して、日本政府の閣議・決定を経て日

本政府及び「ア」国政府間で交換公文（E/N）及び贈与契約（G/A）が締結されれば正式

に日本が援助をコミットすることとなる。なお、3.1.2 で述べた通り、本プロジェクトは

既に 2016 年 1 月 15 日に E/N 締結済である。 

ii) 実施設計 

交換公文（E/N）及び贈与契約（G/A）の締結後は、日本国籍を持つコンサルタントと「ア」

国政府との間で設計・監理契約が結ばれ、直ちに詳細設計作業を行う。詳細設計業務に

必要な期間（コンサルタント契約～工事契約）は、6 ヶ月程度を要する。 
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iii) 入札 

コンサルタントは、工事に必要な図面、仕様書、積算書及び工事入札、契約に必要な図

書の作成を行い、「ア」国政府の承認の上、入札資格審査、入札書類の審査手続きを経

て、入札を行い日本国法人の建設会社を選定する。 

iv) 就労ビザ取得 

日本出国前に、在日本「ア」国大使館にて一般ビザの取得と就労ビザの申請準備を終え

ておく必要がある。 

v) 施工期間 

上記、就労ビザ取得の準備と併せて、並行作業として材料承認業務、現地での契約業務

及び宿舎及び仮設事務所や仮設ヤードの整備に伴う準備期間として最低 3 カ月を要す

る。前回無償プロジェクトでほぼ同規模の工事施工時に 16 カ月を要したことを考える

と施工期間としては最低でも 16 カ月間は要するものと推察される。また、コンサルタ

ント常駐監理者及び施工業者の所長及び会計職員については、上記ビザの準備のため、

入札後速やかに現地へ派遣されないと工事関係者の円滑な入国及びプロジェクトサイト

への派遣が困難となる。 

b) 施工方針 

i) 特に配慮する点 

本プロジェクトの計画サイトは、現在、活発に使用されている既存港湾であり、近年の

コンテナ需要の増加により必要な仮設ヤード面積の確保が困難な港湾内での施工となる。

このため改修工事に当たっては、工事期間中のある程度の既存港湾機能や活動への影響

を及ぼすことは免れない。以上のことから、建設工事に当たっては、安全面を第一優先

に考え、極力施工期間が短くなるように配慮することが重要である。よって、既存港湾

活動への影響緩和と施工中の安全性向上を図るため、前回無償プロジェクトと同様に 2 

工区分けによる工事作業及び引き渡しを行うことが必要である。2 工区分けの例を図 

3.33 に示す。 

 

図 3.33 工区分け例 

1 工区 2 工区 
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ii) 現地コンサルタント、現地建設業者 

ナミベには、品質管理、測量及び施工管理が可能な現地コンサルタントは存在しない。

また、前回無償プロジェクトの調査では、1 件の「ア」国建設会社があったが、現在は

工事施工可能な生コンプラントを含め複数社存在する。 

iii) 技術者派遣の必要性 

施設建設時の岸壁改修工及びコンクリート舗装工に際し、職長及び作業用車両運転の指

導員の派遣が必要である。また、潮位以下での改修工、水中作業を要することから、港

湾工事に精通した潜水士の派遣も必要となる。 

iv) 「ア」国側実施体制と具体的な施工方針 

現地調査結果からナミベ港の改修工事における「ア」国側実施体制と施工方針を表 3.5

及び表 3.6 に示す。 

表 3.5 本プロジェクト実施体制 

プロジェクト実施内容 ナミベ港湾公社組織 

カウンターパート 総裁 

現場における支援実務担当 技術部、オペレーション部 

「ア」国側負担事項の実施 技術部、オペレーション部 

邦人会社への便宜供与 総務部、管理部 

港内仮設ヤードの保安担当 
港内作業時の邦人保護 

総務部、管理部 

 

表 3.6 ナミベ港における施工方針 

前提条件 施工方針 

計画サイトの No.3B 岸壁は、水深

が深く利用頻度も高い。また背後コ

ンテナヤードも荷役活動が盛んで

ある。計画サイト内ヤードには多数

のコンテナが蔵置されている。 

1) 施工期間中における計画地内の既存の全コンテ

ナの移動等港湾活動機能の移動（先方政府負担）

を確認後に施工開始とする。 
2) ナミベ港湾公社は、計画地内の既存コンテナを港

湾入口付近の空き地へ移動することを考慮して

いる。ナミベ港から 8km 離れたインランド・デ

ポ用地は、工事期間中の土捨場として利用する。

3) 港湾活動への影響を軽減するため、前回無償プロ

ジェクトで実施された No.3A 岸壁側より工事施

工することが望ましい。 
4) 工事車両に対する速度規制等による安全対策が

必要である。 
5) 建設工事による既存岸壁利用への影響を勘案し

た動線計画の立案や車両誘導員の配置等、安全面

に十分配慮した施工を実施する。 
6) 施工日数及び工期設定に当たっては、新設等の通

常施工とは異なり、計画サイト全体を工事現場と
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前提条件 施工方針 

して一括して封鎖することは出来ない。 
7) 2 工区割りによる部分完工の施工方針とする。 

計画サイト内地下には、既存の配電

管及び給水栓が整備されている。岸

壁上部の給水栓は全て使用不可と

なっている。港内道路及びヤード地

下には排水路、上水道管及び給水

ピット、配電管が整備されている。

1) 地下に埋設されている既存の配電管及び給水

管・排水路の位置を正確に把握し、既存配管の保

護や工事期間中の配管バイパスの整備等、既存港

湾活動への供給が途絶えないような配慮が必要

である。 

ナミベ港は細長い港形状をしてお

り、その中央に 1 本の港内道路が

整備されているだけである。また港

の出入口も1 箇所しか存在しない。

このため、港湾区域内の工事車両と

港湾車両の輻輳及び道路出入口で

の一般活動（漁業活動等）との動線

の輻輳及び事故が懸念される。 

1) 既存の港湾荷役車両と建設工事車両及び建設機

械の輻輳による事故防止のために、車両誘導員の

配置が必要である。 
2) 一般車両及び港湾車両と工事車両の輻輳に対す

る安全対策が必要であり、港湾区域内及び隣接す

る漁港との交差路には車両誘導員の配置が必要

である。 
3) 計画サイトから土捨場までのルートは、既存の港

内道路を通過せざるを得ないため、仮設道路の設

置を行い十分な安全対策を行う。 

既存の岸壁改修工事に当たっては、

改修後も船舶が接岸するため、改修

以前の計画水深を確保しなければ

ならない。 

1) 既存岸壁の撤去工事に伴い、既存のコンクリート

ガラが前面海域に落ちて岸壁水深に変化を与え

ないよう建設廃材の転落防止施設の設置を行う

必要がある。 
2) 工事着工前と施工終了後に海底調査を実施し、水

深に変化が無い事を確認する必要がある。 

停電が頻発している。 1) 建設工事への影響を与えないように、発電機を準

備する必要がある。 

c) 調達方針 

i) 現地調査結果 

本プロジェクトの実施に当たっては、岸壁工事やヤード舗装等のコンクリート工事が大

規模になるため、生コンクリート、セメント・骨材、鉄筋等及び建設機械の調達が工事

及び工期に大きく影響すると想定される。 

- 「ア」国内の大規模工事の実施に当たっては、海外資本の建設会社（ポルトガル系・

南アフリカ系・ブラジル系）が参入している。 

- 地元建設会社は、建設会社として請負工事を実施できる技術水準にあり、基本的建

設技術は有している。 

- 「ア」国内の物価上昇が著しく、同国経済も不安定であるため建設資機材の調達に

当たっては十分注意する必要がある。 

- 特に首都に位置するルアンダ港は、常に取扱貨物量が飽和状態で混雑しており、輸

入品等の貨物の引き出しに 3 ヶ月間を要したことがある。 
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- ナミベ港周辺には、計画地から車で約 15 分（約 3km）離れたナミベ空港近くに 1 箇

所の採石場しかない。またナミベ港からルバンゴへ向かって約 100km 地点にも採

石場があるが片道 2 時間以上かかるため、輸送時間の観点から本プロジェクトでの

利用は現実的ではない。 

以上のことから、本プロジェクト工事に当たっての調達方針を次のように設定する。 

ii) 特に配慮する点 

特になし。 

iii) 現地コンサルタント、現地建設会社 

現地のサブコントラクターの施工力には限りがあるため、海外資本の建設会社による管

理とし、普通作業員は現地労務を採用することを提案する。 

iv) 第三国調達 

国内調達に限りがあるため、「ア」国内での調達が不可能なものや供給量に限りがある

ものについては、第三国調達とし、施工タイミングに合致した資機材調達を考える。 

(2) 施工上／調達上の留意事項 

a) 一般事情及び地域特性 

近年の「ア」国の経済情勢は、2009 年のグローバル金融危機後に徐々に持ち直していた

が、原油安や中国景気悪化により 2013 年を境に悪化している。現地調査期間中には、

公定レート（USD 1＝AOA 154.843）と、市中両替所のレート（USD 1 ≒ AOA 310）

に大きな乖離が見られた。中国経済の減速や原油価格の低迷によって原油輸出が主要な

外貨獲得手段である「ア」国では外貨不足となっている。「ア」国では、生活物資のほ

とんどを輸入に頼っているため、市中のスーパーマーケットから日用品不足が発生しつ

つある。経済状況の悪化に伴って治安状況も悪化しており、建設現場では十分な保安と

安全管理が望まれる 

b) 法規上の留意点 

i) 労働許可（就労ビザの取得） 

「ア」国への渡航時には、在日本「ア」国大使館で一般ビザを取得後「ア」国移民局で

就労ビザを直接申請する必要がある。プロジェクト開始前に、コンサルタントも建設業

者も就労ビザを取得する必要がある。申請時には、ポルトガル語訳した 12 種類の雇用

契約書等資料が必要となる。なお、一般ビザでは「ア」国内の移動においてトラブルが

あったという事例もあり、留意が必要である。これらの状況を、工期設定時に配慮する

必要がある。 



アンゴラ国 ナミベ港改修計画準備調査（見直し） 
準備調査（見直し）報告書 

72 
 

ii) 免税措置 

免税措置に関しては、今回現地調査においてE/Nに基づいて適切な措置が取られること、

もし何らかの理由により免税措置に遅れが生じる場合には、ナミベ港湾公社が通関のた

めの一時払いを行うことで合意した。 

なお、プロジェクト実施において調達された建設機械等については、建設工事完了に伴

い、輸出するケースが考えられる。建設機械の輸入については、輸出しない可能性もあ

るため、機材輸入時にデポジットとして輸入税を徴収されることになるが、輸出の際に

返金される。輸入・輸出に伴う有効期間は 1 年間であり、更に 1 年の延長が可能である。

延長更新は必ず 1 年が経過する前に行わなければ、デポジットの返金も出来なくなるの

で注意しなければならない。 

iii) 労働条件 

「ア」国の労働慣習は、土日休日の週休 2 日である。労働条件は、同国の労働基準法に

規定されている。 

- 1 日当りの基本労働時間 ：8 時間 

- 週当りの労働上限時間  ：44 時間 

- 残業の上限時間  ：2 時間/日、40 時間/月、200 時間/年 

(3) 施工区分／調達区分 

a) 概要 

施工及び調達に関する日本側と「ア」側の区分は、無償資金協力事業の原則に従い、下

記の通り整理する。 

表 3.7 日本側と「ア」国側の責任分担 

番号 項目 日本側 「ア」国側 

1 建設用地の確保  ● 

2 建設用地の整地（工事着手可能な状態の準備）  ● 

3 調達貨物の通関手続き及び「ア」国内内陸輸送の円滑

な実施 
  

1) 機材調達国から「ア」国までの海上輸送 ●  

2) 免税措置、荷揚港での通関手続きの実施  ● 
4 プロジェクト実施に係る免税措置  ● 
5 機材調達及び施設建設に従事する日本側関係者等への

入国手続き、免税措置等の便宜供与 
 ● 

6 機材及び施設導入後の適正な運用及び維持管理の実施  ● 
7 プロジェクト実施に際して必要となる環境及び社会配

慮の措置 
 ● 

8 調達・建設工事実施時における、無償資金協力に含ま

れていない部分（相手国側負担事項等）の費用負担 
 ● 
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番号 項目 日本側 「ア」国側 
9 銀行取決めに係る銀行へのコミッションの支払い  ● 

1) 支払授権書に係るコミッション  ● 
2) 支払に係るコミッション  ● 

b) 日本側担当範囲 

- 詳細設計、入札業務の補助及び設計監理などのコンサルタント業務 

- 本プロジェクトの日本国側建設工事に必要なすべての建設資材と労務の提供 

- 本プロジェクトの日本国側建設工事及び機材調達に必要な輸入資機材の海上・内陸

輸送の実施及び輸送保険料 

- 本プロジェクトの日本国側建設工事及び機材調達に必要な品質検査 

- 旧倉庫跡地の建築基礎の撤去 

c) 「ア」国側担当範囲 

- 本プロジェクトの建設予定敷地の確保（既存岸壁クレーンの移動及び既存コンテナ

の移動など建設予定地に含まれる既存建築物の解体工事、障害物の撤去） 

- 本プロジェクト建設予定地際の給水本管から建設予定地までの給水引込工事 

- 仮設ヤード及び廃棄場の確保 

- 資機材の輸入に際し、免税措置に遅れが生じる場合に通関のための一時的な支払い 

d) 工事対象範囲 

工事範囲を図  3.34 に示す。 

 

図  3.34 工事範囲 

前回無償

プロジェクト 本プロジェクト
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(4) 施工監理計画 

日本国政府の無償資金協力の方針に基づき、協力準備調査の趣旨を十分理解したコンサ

ルタントによってプロジェクトの一貫した円滑な実施設計業務及び施工監理業務を実施

する。施工監理段階において、コンサルタントは工事現場に十分な経験を有する常駐監

理者を派遣して工事監理及び連絡を行うほか、必要に応じて専門技術者を派遣し検査支

援及び施工指導を行う。 

a) 施工監理方針及び留意点 

i) 関係者間の密な連絡 

「ア」国関係機関および日本国の関係機関や担当者と綿密な連絡・報告を行い、実施工

程に基づき遅滞なく施設の完成を目指す 

ii) 施工関係者への積極的な指導 

設計図書に合致した施設建設を目指し施工関係者に対して迅速かつ適切な指導及び助言

を行う。 

iii) 技術移転の試行 

施工方法・施工技術に関する技術移転を行う姿勢で臨み、無償資金協力プロジェクトと

しての効果を発揮させる。 

iv) 保守管理に関する現実的な助言 

施設完成引渡し後の保守管理に対して適切な助言と指導を行い、円滑な運営を促す。 

b) 工事監理体制 

i) 工事契約に関する協力 

工事施工者の選定、工事契約方式の決定、工事契約書（案）の作成、工事内訳明細書の

内容調査及び工事契約の立会い等を行う。 

ii) 施工図等の検査及び確認 

工事施工者から提出される施工図、材料、仕上げ見本及び設備資材の検査等を行う。 

iii) 工事の指導 

工事計画及び工事工程等の検討、施工者の指導及び施主への工事進捗状況の報告を行う。 

iv) 支払い承認手続きの協力 

工事中及び工事完了後に支払われる工事費に関する請求書等の内容検討及び手続に関し

て協力を行う。 
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v) 品質管理 

- 本プロジェクトは、既存港湾施設のエプロンや背後ヤードの改修工事であり、コン

クリート工事が主要工種となる。 

- 岸壁の改修では、隣接する既存岸壁の供用に配慮した工事施工順序及び施工方法の

遵守などの制約条件を勘案する必要がある。 

従って、実施設計担当コンサルタントは、常駐施工監理担当者としてこのような条件の

下での施工監理の実績を有する 3 級職以上の邦人要員をナミベ港に配置する。また、施

工調達担当建設会社は、現場代理人としてこのような条件の下での施工管理の実績を有

する 3 級職以上の邦人要員をナミベ港に配置する。 

- 設計図書(工事特記仕様書、図面及び技術仕様書)に基づく製品の受入、次工程への

段階検査及び最終検査等の施工監理業務を確実に実施し所定の工事成果を得る。 

vi) 工程管理 

- 熟練した作業要員及び工事用資機材の安定的な供給・確保は、工事計画工程を順守

する上での基本条件である。 

- 要員確保、資機材の輸送・調達計画及び工事施工順序等を十分に検討し、工程確保

に努めることを施工担当建設会社に義務づける。現地の事情等々からこれらが絶対

的に保証されるものではなく、工程管理上のリスク要因を抱えることとなる点を現

場関係者間に周知させる。 

- 施工担当建設会社には周辺国を含めた資機材等の活用など、弾力的で現実的な施工

管理体制を構築するよう指導・監督する。 

- 配管に係る現地技能労働者を現地に派遣し、給水施設等の動作状況を確認させる。 

vii) 安全管理 

- コンサルタント常駐施工監理者及び施工担当建設会社工事所長以下の職員は、供用

中の施設の改修工事であることを念頭においた安全管理体制を構築する。 

- 舗装工事用大型重機械類が走行する計画サイトの施工体制、要員配置を把握し、第

三者を含めた安全管理を徹底させた施工管理計画を策定する。 

- 現地関係者との意思疎通を十分に図る必要があり、施工担当建設会社においては通

訳の配置が必要となる。 

- 熟練作業要員の確保は発展途上国では容易ではないため、工事関係者の不安全行動

除去のための日頃の安全訓練により未然の災害防止に努める。 

- 防犯のため宿舎・事務所等には武装警備員の配置が必要である。 

- 停電・断水に対応した発電機及び給水タンクが宿舎・事務所等に必要である。 

- ナミベ州は通信事情が悪いため、緊急時に備え衛星電話が必要である。 
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viii) 検査立会い 

工事期間中は必要に応じ、各出来形に対する検査を行い工事施工者を指導する。コンサ

ルタントは、工事が完了し契約内容が遂行されたことを確認の上、契約の目的物の引渡

しの立会い、施主の受領確認を得て業務を完了する。なお、建設中の進捗状況、支払い

手続及び完成引渡しに関する必要事項を日本国政府関係者に報告する。 

(5) 品質管理計画 

本プロジェクトで使用する材料の品質に関する管理項目、管理内容、管理方法等につい

ては、本プロジェクトの特記仕様書及び港湾工事共通仕様書（公益社団法人 日本港湾

協会）の港湾工事品質管理基準に従うものとする。主要工種の品質管理項目を表 3.8 に

示す。 

表 3.8 主要工種の品質管理項目 

工種 区分 管理項目 管理方法 

舗装工 路盤工 材質 粒度、比重、含水量等の

試験成績表により確認 

締固め密度 含水量、CBR、平板載

荷試験結果により確認 

コンクリート工 鉄筋工 材質（化学成分、機械的

性質等） 
製造工場の試験成績表

により確認 

レディミクスト 
コンクリート 

材質 セメント、水、骨材の品

質試験結果により確認 

品質 スランプ、空気量、圧縮

強度、塩化物量等の試験

結果により確認 

防舷材設置工 防舷材 材質（ゴムの物理試験、

形状寸法等） 
製造工場の試験成績表

により確認 

係船柱設置工 係船柱 材質（化学成分、機械的

性質、形状寸法等） 
製造工場の試験成績表

により確認 

なお、工事品質確保を目的とした品質管理会議を半年に一度開催し、設計思想及び施工

上の留意点等に関する情報共有、工事品質の確保に必要な対応策の確認、設計変更に関

する技術的な協議等、を行う。 

(6) 資機材等調達計画 

本プロジェクト実施に必要な資機材の調達にあたっては、特に下記の事項に留意する。 

a) 資機材調達の考え方 

現地で供給可能な資機材について、その品質や供給能力を十分検討し出来る限り現地調

達を優先する。しかし、入手が困難なものについては、第三国調達及び日本調達とする。 



アンゴラ国 ナミベ港改修計画準備調査（見直し） 
準備調査（見直し）報告書 

77 
 

b) 保証の考え方 

人為的な粗雑な取扱いによる変形や事故を除いて、供与施設の保障期間を完成から瑕疵

検査までの 1 年間とする。 

c) 現地/第三国調達/日本調達の理由/搬入ルート 

日本や第三国から調達される資機材の中で、注文製作または国内加工が必要な資材は発

注・製作・梱包・出荷に期間を要するため、直接ナミベ港に搬入する調達輸送計画を立

てる必要がある。また、日本や第三国からの調達の場合には、梱包・輸送・保険・港湾

費用と免税措置に留意する必要がある。 

d) 調達品目 

i) 建設材料 

建設材料の調達先を表 3.9 に示す。 

表 3.9 建設材料の調達先 

工種 建設材料 現地調達 日本調達 

土木施設 砂、骨材 ●  

石材 ●  

鉄筋  ● 

セメント ●  

生コンクリート ●  

型枠・木材 ●  

鋼材  ● 

付帯施設 給水管  ● 

給水機器類  ● 

防舷材  ● 

係船柱  ● 

ii) 建設機械 

建設機械の調達先を表 3.10 に示す。 

表 3.10 建設機械の調達先 

主な建設機械 現地調達 日本調達 

バックホウ（0.6m3）  ● 

ダンプトラック（10t 積）  ● 

ブルドーザ（21t）  ● 

トラッククレーン（油 25～50t 吊） ●  

大型ブレーカー（600～800kg）  ● 

コンクリートカッター（直径 300）  ● 

空気圧縮機（3.5～3.7m3/h） ●  

クレーン付トラック（4t 積、2t 吊）  ● 
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主な建設機械 現地調達 日本調達 

モーターグレーダー（3.1m）  ● 

マカダムローラー（10～12t） ●  

散水車（5,500-6,500L）  ● 

ホイールローダー（2.1m3） ●  

溶接機（300A）  ● 

振動ローラー（0.8～1.1t）  ● 

発電機（3～45KVA） ●  

発電機（100KVA）  ● 

ラインマーカー  ● 

(7) 初期操作指導・運用指導等計画 

本プロジェクトには機材調達が含まれないため、初期操作・運用指導は実施しない。 

(8) ソフトコンポーネント計画 

本プロジェクトにはソフトコンポーネントは含まれない。 

(9) 実施工程 

日本国政府の無償資金協力により本プロジェクトが実施される場合、まず、実施設計に

関する両国間の交換公文（E/N）、贈与契約（G/A）締結後に、「ア」国政府と日本国法

人コンサルタントの間で実施設計契約が締結される。この契約に基づき契約コンサルタ

ントにより実施設計が実施され入札図書が作成される。その後、契約コンサルタントの

支援で入札・工事契約により日本国法人建設会社等の選定が行われ、建設工事を経てプ

ロジェクトは完了する。なお、3.1.2 で述べた通り、本プロジェクトは既に 2016 年 1 月

15 日に E/N 締結済である。 

a) 事業実施工程 

表 3.11 に事業実施工程（案）を示す。また、工程に影響を与える要因を表 3.12 に示す。 
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表 3.11 事業実施工程（案） 

 

 

表 3.12 工程に影響を与える要因 

工種 要因 

着工前 工事許可の発行に係る時間 
契約認証に必要な時間 
就労ビザ取得に係る時間 
BA 及び AP 発行に係る時間 

準備工 海外からの傭船のスケジュール 
「ア」国港湾内の荷受に係る時間 
「ア」国の免税措置に係る時間 

直接工事 材料の調達性 
建設物価上昇 
コンセッショネアによる岸壁・ヤードの占有状況 

b) 施工手順 

ナミベ港における施工手順を図 3.35 に示す。 

 

（現地調査）

（国内作業）

（現地調査）

（国内作業）

（現地照査） 計　6.0 ヶ月

（準備工）

（岸壁改修工）

（エプロン改修工）
（ヤード改修工）

（構内道路舗装工）

（冷凍コンテナヤード工）

（その他・給水設備工）

計　17.5 ヶ月 （後片付け）

61 2 3 4 5 187 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

実
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計
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工
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図 3.35 施工手順（ナミベ工） 

  

建設機械調達、仮設工、測量工、施工図確認
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3.3 相手国側負担事業の概要 

ナミベ港湾公社の分担する相手国分担事業を表 3.13 に示す。ナミベ港湾公社の組織・人員・予

算規模及び前回無償プロジェクトでの対応を勘案すれば、その実施の可能性・妥当性に否定的な

要素は考えにくい。 

表 3.13 ナミベ港湾公社の分担する相手国分担事業 

項目 
概算見積額 

（AOA 千） 

①本プロジェクトに必要な用地（仮設ヤード）の確保及び整地 1,062 

②建設廃材の捨て場所の確保 1,337 

③電気、公共上下水道その他必要な付帯施設の引き込み 0 

④無償資金協力によって建設された施設の適切かつ有効な利用 13,671 

⑤計画サイト範囲に含まれる岸壁クレーンの移動または撤去 0 

⑥その他、計画サイト範囲に含まれる構造物／障害物の移動又は撤去 0 

⑦既存付帯施設(水道、電気、雨水排水管等)の移設 0 

⑧土取場、採石場の確保 0 

⑨本プロジェクト実施にあたっての「ア」国内での許認可・就労ビザ取得 212 

⑩施設建設、機材調達時の免税金額の負担 17,058 

 

3.4 プロジェクトの運営・維持管理計画 

3.4.1 運営・維持監理体制 

ナミベ港では、コンセッション契約によって SOGESTER 社がターミナル運営、荷役機

械調達・維持管理を行っている。ナミベ港湾公社は、本船入出港時のパイロット・タグ

ボート手配及び岸壁・岸壁付属物（防舷材、係船柱など）の維持管理を行っている。 

(1) ナミベ港湾公社の組織図 

今回現地調査時点において、ナミベ港湾公社では事異動・組織改編の途中でありナミベ

港の組織図を入手することができなかった。後日、新組織がまとまったとの連絡を受け、

図 3.36 に示す組織図が提供された。なお、ナミベ港湾公社から人員に関する情報はま

だ得られていない。 
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出所：ナミベ港湾公社 

図 3.36 ナミベ港湾公社組織図（2016 年 3 月現在） 

(2) ナミベ港の保安体制、税関 

- ゲート：現在ゲートは 1 箇所。トレーラーも自家用車もすべて所持書類にてチェッ

クされる。近い将来は 2 ゲートとし、新しくフェンスも新設される予定（コンセッ

ショネアの投資計画に含まれている）。 

- コンテナ貨物の X 線検査は行われていない。 

- コンテナ重量を計量するウェイブリッジが港内に設置されている 

- 税関 EDI 化：現在未導入。ルアンダ港での実績を基に順次 EDI 化されていく予定 

3.4.2 財務状況 

本プロジェクトの責任省庁は運輸省であり、ナミベ港の運営はコンセッショネアが行う

が、整備される施設機材を含めたナミベ港の維持管理は実施機関であるナミベ港湾公社

が実施する。ナミベ港湾公社から過去 6 年間（2013 年度はデータ提供なし）の財務状態

について情報提供があり、表 3.14 に示す。同表より、2012 年度及びデータ提供のなかっ

た 2013 年度を除きいずれも赤字を計上しており、特に 2015 年は、表 1.1 及び表 1.3

に示されるように、寄港船数・取扱貨物量ともに大きく減少したことにより、赤字額が

大幅に増えた。ナミベ港湾公社の財務状況は健全ではなく改善が求められるが、現地調

査において港湾維持管理に支障は生じてないことを確認すると共に、ナミベ港湾公社の

財政面で問題が生じた場合には運輸省海事港湾局及び国家荷主協会からの補填が受けら

れる体制であることを確認した。 
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総務部

管理部

技術部 オペレーション部 経理部 人事部



アンゴラ国 ナミベ港改修計画準備調査（見直し） 
準備調査（見直し）報告書 

83 
 

表 3.14 ナミベ港湾公社財務状況（単位：AOA 千） 

 
出所：ナミベ港湾公社 

3.4.3 維持管理費用 

本プロジェクトにおいて、施設・機材引渡し後に発生する維持管理費を表 3.15 に試算

する。毎年、約 AOA 7,118 千 必要と考えられる。ナミベ港湾公社の組織・人員状況か

らは維持管理が可能と考えられるが、維持管理費用の手当を確実に行う必要があると思

われる。 

表 3.15 維持管理費案（ナミベ港） 

施設 内容 金額（AOA 千） 

舗装 補修費（コンクリート舗装の部分打ち換え） 4,679
岸壁給水施設 給水管・ピット等メンテナンス 674
係留施設 防舷材部品取替え 1,765  

合計 7,118  

3.5 プロジェクトの概略事業費 

3.5.1 協力対象事業の概略事業費 

「ア」国では 13%～15%の物価上昇が報告されているが、報告者による物価上昇率に差

異が認められる。よって、本プロジェクトの現地調査結果から基本的に前回無償事業の

単価を最低限確保することを考慮した。日本国側負担概算事業費を表 3.16 に示す。 

表 3.16 日本国側負担概算事業費 

概算総事業費：約 1,698 百万円及び予備的経費 

費目 概算費用（百万円） 

施設建設 岸壁補修工、エプロン舗装改修工、

ヤード舗装改修工、給水工 

1,570  

実施設計・施工監理 128  

計 1,698  

予備的経費 事業費の 12.0 %  

項目 2010年度 2011年度 2012年度 2013年度 2014年度 2015年度

A. 収入 2,784,758 2,476,188 2,858,079 2,244,662 1,348,591

B. 支出 3,149,230 2,769,024 3,316,677 2,662,540 1,616,224

　　　１）材料費 0 0 454,076 97,149 212,915

　　　２）減価償却 512,310 544,198 306,540 154,230 151,163

　　　３）給与 1,579,795 1,589,222 1,517,571 1,556,069 1,079,365

　　　４）維持管理費 1,057,194 635,604 1,038,490 739,325 288,547

C. 収支 ▲302,612 ▲88,013 131,067 ▲35,774 ▲894,822
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3.5.2 運営・維持管理費 

3.4.2 及び 3.4.3 に詳細を記述した。2010 年～2015 年のナミベ港湾公社の収支は 2012

年度及びデータ提供のなかった 2013年度を除きいずれも赤字を計上しており 2015年度

は、AOA 8.94 億の赤字に膨らんでいる。一方、本プロジェクトにより整備される施設

の運営・維持管理費は約 AOA 7,118 千／年必要と見積もられた。 

本プロジェクトにおいて整備された施設の適正な運用及び維持管理を確実に実施するために

はナミベ港湾公社は維持管理費用の手当を確実に行う必要があると思われる。 
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4. プロジェクトの評価 

4.1 事業実施のための前提条件 

本プロジェクト実施のためには、先方政府により下記事項が確実に実施される必要があ

る。 

- 本プロジェクトの施設改修に係る環境庁からの許認可取得 

- 銀行取り決め（B/A）、支払受権書（A/P）の発行処理及び A/P、契約書に基づく遅

延なき支払い業務の遂行 

- 本プロジェクトに従事する日本側関係者への就労ビザ取得支援 

- 建設資機材及び建設機械調達時の免税金額の負担 

- プロジェクトサイト内障害物及び岸壁クレーンの移動又は撤去 

- プロジェクト実施に必要な仮設ヤードの確保及び整地 

- 本プロジェクト実施のための建設車両・重機による既存港内道路の利用・通行許可 

- 建設廃材及び土捨場の確保 

- 電気、公共上下水道その他必要な付帯施設の引込み 

4.2 プロジェクト全体計画達成のために必要な相手方投入（負担）事項 

本プロジェクトの効果を発現・持続するため相手国が取り組むべき事項を下記に示す。 

(1) 工事着工前 

- 本プロジェクトに関する施設整備の「ア」国内での実施に対する許可・承認・就労

ビザ取得 

- 本プロジェクトに必要な用地（仮設ヤード）の確保及び整地 

- 計画サイト範囲に含まれる構造物／障害物の移動又は撤去 

- 計画サイト範囲に含まれる岸壁クレーンの移動または撤去 

- 建設廃材及び土捨場の確保 

- 支払受権書（A/P）発行処理 

(2) 施工時 

- 施設建設、機材調達時の免税金額の負担 

- 既存付帯施設（水道、電気、雨水排水管等）の移設 

- 電気、公共上下水道その他必要な付帯施設の引込み 
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- A/P 及び契約書に基づく支払い業務の認証 

- 土取場、採石場の確保 

- 3B 岸壁を含む既存港湾活動の利用規制と安全確保 

(3) 竣工後 

- 無償資金協力によって建設された施設の適切かつ有効な利用 

- 港内施設の定期的な点検・維持管理 

- 港湾運営管理及び港湾施設維持管理に係る人材育成 

4.3 外部条件 

施設完成後のプロジェクトの効果を発現・維持するための外部条件を以下に示す。 

- エプロン及びヤードの重量物取扱い時の舗装面保護 

- 港内施設の定期的な点検と補修の実施 

- 港湾運営管理及び港湾施設維持管理に係る人材育成 

- 将来的な取扱貨物需要の増加に伴う、インランド・デポ等の整備 

4.4 プロジェクトの評価 

4.4.1 妥当性 

(1) 当該セクターの現状と課題 

「ア」国では内戦終結、経済復興の開始と共に輸入貨物が急速に増加してきた。｢ア｣国

での貨物取扱量に対し、ナミベ港は全体の約 5%を占めている。ナミベ港は、モサメデス

鉄道の起点に位置し、花崗岩や大理石、鉄鉱石等が豊富な南部地域からの鉱物資源の積

出港であるとともに、日用品や建設資材を輸入する「ア」国南部の主要港湾である。2015

年におけるナミベ港の寄港舶隻数は 189 隻、コンテナ取扱量は 30,870 TEU、貨物取扱

量は約 57 万トンであった。 

また、「ア」国港湾共通の課題として、施設の老朽化及び近年の海上輸送の中心である

コンテナ化への対応の遅れが物流の妨げとなっている。さらに、27 年間にわたる内戦に

より各港における必要な人材の確保に支障をきたしており、港湾の管理運営及び技術ス

タッフの強化は、港湾分野の自立的発展を図る上で急務となっている。 

(2) 「開発調査」との整合性 

｢ア｣国における本邦開発調査「港湾緊急復興計画（2005 年）」が実施され、2004 年か

ら 2010 年までに 2 倍超になると予測される各港湾の貨物取扱量の増加に対応するため、

2010 年を目標年次として既存施設の改修により港湾機能を復旧する「短期復興計画」

を策定した。その中でも緊急に改修が必要な施設を抽出して「緊急復興計画」が策定さ
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れた。この開発調査により、ナミベ港は主要 4 港中で最も老朽化が進行していると報告

され、日本国政府は、無償資金協力「緊急港湾改修計画」（前回無償事業）を実施し、

ナミベ港 No.3A 岸壁の改修工事が 2010 年 8 月当に竣工した。 

前回無償事業による No.3A 岸壁改修により、一部の港湾施設が改善されたものの、

No.3B 岸壁他のナミベ港の施設の老朽化は更に進んでいる。また、ナミベ港のコンテナ

取扱量は 2009 年時点で約 26,000TEU であり、開発調査時に予測した 2010 年時点の

ハイレベルの取扱量 24,000TEU を既に上回っていたことから、「ア」国政府は、引き

続きナミベ港の既存港湾施設の改修を日本に要請したものであり、開発調査の思想に基

づいた本件プロジェクトの実施は整合性が取れている。 

(3) 「ア」国上位計画との整合性 

「ア」国の企画・国土開発省が発行した国家開発計画 2013-2017（Plano Nacional de 

Desenvolvimento: PND）では、同国の長期計画である「Angola 2025」の実現に向けセ

クター毎、州毎の戦略的開発目標が掲げられている。この中で、ナミベ州の戦略的開発

目標の重点項目として、ナミベ港の機能拡充が優先開発項目の一つとして位置づけられ、

本プロジェクトも具体プロジェクトの一つとして予算が計上されている。これを受け、

運輸省海事港湾局ではナミベ港の改修・近代化を含むアクションプランを策定している。 

(4) 技術協力 

ナミベ港湾公社では、本プロジェクトに関するより効果的な発現及び持続のために、コ

ンテナヤード管理運営及び機材維持管理に関する人材育成の強化を重視している。この

ため、「短期専門家派遣」及び「技術研修」を我が国へ要請している。さらに 2011 年

6 月には「港湾開発・計画コース」の研修員を日本国へ派遣した。 

(5) 妥当性 

JICA は、「ア」国からの要請を受けて 2010 年 11 月～2011 年 5 月にかけて「ナミベ港

改修計画準備調査」を実施し、3B 岸壁改修の妥当性があると判断し、2012 年 5 月の我

が国閣議で本プロジェクトの実施が決定された。 

しかしながら、その後の我が国政府と「ア」国政府の E/N 交渉が諸々の理由により頓挫

し、本プロジェクトの E/N 及び G/A は未締結であった。2015 年になって、我が国政府

から本プロジェクトの E/N 交渉を再開、2012 年 5 月の閣議決定済の供与限度額内で本

プロジェクトを実施する方針が示された。一方で、閣議決定から 3 年以上が経過し、為

替レートの変動、物価の変動、現場の状況変化等があるため、当初計画通りの全てのコ

ンポーネントの整備は困難であるため、2015 年 5 月に JICA による調査団を「ア」国に

派遣し、本プロジェクト実施を要望する旨の「ア」国政府の意思を改めて確認すると共

に、一部コンポーネントの削減/見直しは避けられない旨の説明を行い、「ア」国政府の

了承を得た。そして、2016 年 1 月 15 日に供与限度額 21.36 億円で E/N が締結された。 

本プロジェクトの実施により、ナミベ港における施設老朽化による港湾活動の停滞が解

消され、安全で効率的な荷役作業が確保されるだけでなく、輸入物資に大きく依存して
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いる「ア」国南部住民への物資流通の効率が向上することが期待される。よって、裨益

対象は、直接的にはナミベ州住民約 50 万人、間接的には｢ア｣国南部州（Huila州、Cuando 

Cubango 州、Cunene 州）約 400 万人の合計約 450 万人と考えられ、本プロジェクト

実施は妥当かつ有意義と考えられる。 

4.4.2 有効性 

(1) 定量的効果 

定量的効果の成果項目を表 4.1 に示す。 

表 4.1 定量的効果 

指標名 
基準値 

（前回調査実績値） 
目標値 

（事業完成 3 年後）

貨物船接岸時の安全性向上 
（接岸時の船体と岸壁の接触） 

147 隻 0 隻 

エプロン及びヤード作業時の粉塵抑制 360 日 0 日 

コンテナ荷役サイクルの改善 13 分 11 秒 10 分 35 秒 

(2) 定性的効果 

- ナミベ港 3B 岸壁、エプロン、ヤード及び冷凍コンテナ施設が改修されることで、

港湾施設としての機能が回復し物流が促進される。 

- 貨物船接岸時及び荷役作業の安全性と荷役効率が向上することで、円滑な物資輸送

が可能となり、物流コストの低減に繋がる可能性がある。 

 



アンゴラ国 ナミベ港改修計画準備調査（見直し） 
準備調査（見直し）報告書 

89 
 

5. 資料 

5.1 調査団員・氏名 

(1) 現地調査（2016 年 2 月） 

氏名 担当業務 所属 

小柳 桂泉 総括 JICA 社会基盤・平和構築部  

運輸交通・情報通信 G 第二チーム 課長補佐 

清末 文明 業務主任／港湾計画 株式会社オリエンタルコンサルタンツグローバル 

石倉 克真 港湾施設設計 株式会社オリエンタルコンサルタンツグローバル 

山本 典文 施工・調達計画／積算 株式会社パデコ 

西田 晴重 荷役機械／電気設備 株式会社オリエンタルコンサルタンツグローバル 

内藤 朋美 通訳（葡語） 株式会社オリエンタルコンサルタンツグローバル 

（株式会社ジャサコーポレーション） 

 

(2) 概略設計説明調査（2016 年 7 月） 

氏名 担当業務 所属 

松山 哲 総括 JICA 資金協力業務部実施監理第一課 企画役 

矢追 秀樹 計画管理 JICA 社会基盤・平和構築部 

運輸交通・情報通信 G 第二チーム 特別嘱託 

清末 文明 業務主任／港湾計画 株式会社オリエンタルコンサルタンツグローバル 

山本 典文 施工・調達計画／積算 株式会社パデコ 

内藤 朋美 通訳（葡語） 株式会社オリエンタルコンサルタンツグローバル 

（株式会社ジャサコーポレーション） 
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5.2 調査日程 

(1) 現地調査（2016 年 2 月） 

 

 

 

官団員/総括
業務主任
/港湾計画

通訳
港湾施設

設計
施工・調達計画

/積算
荷役機械
/電気設備

小柳　桂泉 清末　文明 内藤　朋美 石倉　克真 山本　典文 西田　晴重

2/6 土
移動

（SA7139 成田18:30発→香港22:40

着、SA287 香港23:50発→）

2/7 日

移動
（SA287 →ヨハネスブルグ07:05

着、SA054 ヨハネスブルグ09:45発

→ルアンダ12:20着）

2/8 月

2/9 火

2/10 水

2/11 木

2/12 金

2/13 土
【8】サイト状況調査

【9】貨物状況調査

【12】施工・調達
事情調査

【8】サイト状況調査

【9】貨物状況調査

2/14 日

2/15 月
運輸省国際協力局表敬

大使館報告

2/16 火

MD内容合意
移動

（SA055 ルアンダ13:50発→ヨハネ

スブルグ18:15着）

【5】他ドナー・機
関の援助動向の調

査

ナミベ港湾公社協議

【8】サイト状況調査

【5】他ドナー・機
関の援助動向の調

査

2/17 水
JICA南アフリカ事務所報告

移動
（SA286 ヨハネスブルグ17:40発→）

2/18 木
移動

（SA286→香港12:35着、SA7134 香

港14:25発→成田19:15着）

2/19 金

2/20 土

2/21 日

2/22 月 ルアンダ港視察 資料整理 ルアンダ港視察

2/23 火

2/24 水

2/25 木

移動（DT454 ナミベ19:30→ルアンダ20:50）

大使館報告、JICA、運輸省海事港湾局

移動（EK794 ルアンダ18:15発）

移動（EK794 ドバイ04:45着、EK312 ドバイ08:25発→羽田22:45着）

資料整理

MD作成、打合せ

MD作成、打合せ 資料整理

運輸省国際協力局表敬、大使館報告

移動
（DT453 ルアンダ17:30発→ナミベ18:50着）

【8】サイト状況調査
【6】維持管理・実施体制調査
【12】施工・調達事情調査

ナミベ港湾公社協議
【8】サイト状況調査、【9】貨物状況調査

【8】サイト状況調査,【9】貨物状況調査

ナミベ港湾公社協議
【8】サイト状況調査

ナミベ港湾公社協議
【8】サイト状況調査

資料整理

MD作成、打合せ
【8】サイト状況調査
【9】貨物状況調査

月日 曜日

移動（EK319 成田22:00発→）

移動（EK319 ドバイ05:00着、EK793 ドバイ10:30発→ルアンダ15:10着）

JICA表敬打合せ、アンゴラ国運輸省海事港湾局表敬
移動（DT453 ルアンダ17:30発→ナミベ18:50着）

ナミベ港湾公社MD内容協議、資料整理（カーニバル）
【7】コンセッション契約調査、【10】環境配慮調査

ナミベ港湾公社協議、【8】サイト状況調査
移動（DT454 ナミベ19:30→ルアンダ20:50）

ナミベ港湾公社協議
【8】サイト状況調査

運輸省海事港湾局　MD内容協議
【4】プロジェクトの背景・経緯の確認

【11】運輸交通分野の法令、基準

【8】サイト状況調査
【9】貨物状況調査
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(2) 概略設計説明調査（2016 年 7 月） 

 

  

業務主任
／港湾計画

施工・調達計画
／積算

通訳

松山　哲 矢追　秀樹 清末　文明 山本　典文 内藤　朋美

1 7/10 日 SA054 ルアンダ12:25着

2 7/11 月

3 7/12 火

4 7/13 水 SA054 ルアンダ12:25着

5 7/14 木

6 7/15 金

7 7/16 土

8 7/17 日

JICA、大使館、運輸省海事港湾局
【24】準備調査（見直し）報告書（案）の説明・協議

移動（DT453 ルアンダ17:30発→ナミベ18:50着）

ナミベ港湾公社
【23】準備調査（見直し）報告書（案）の説明・協議

移動（EK794 ドバイ05:00着、EK312 ドバイ08:00→羽田22:45）

JICA、大使館、運輸省海事港湾局報告

移動（EK794 ルアンダ18:15発）SQ479 ヨハネスブルグ13:45発→

SA055 ルアンダ14:05発→
ヨハネスブルグ18:25着
JICA南アフリカ事務所

資料整理

移動（DT454 ナミベ19:30→ルアンダ20:50）

日数 月日 曜日

移動（EK313 羽田00:30発→ドバイ06:30着
EK793 ドバイ10:05発→ルアンダ14:50着）

官団員
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5.3 相手国関係者リスト 

(1) 運輸省国際協力局（Cabinet of International Cooperation） 

Mr. Cesar Ferreira, Director 

(2) 運輸省海事港湾局（Institute of Maritime and Ports of Angola: IMPA） 

Mr. Victor Alexandre De Carvalho, General Manager 

Mr. Mauel Francisco Arsenio, Director Geral Adjunto / Area Tecnica 

Ms. Nilsa Vilarigues Ramos S. Colaco, Chefe de Depart. de Portos, Infrastructuras, 

Equip. e Ambiente 

(3) ナミベ港湾公社（Port of Enterprise Namibe: EPN） 

Mr. Joaquim M.D. Neto, Director General 

Mr. Antonio Samuel, Executive Administrator 

Mr. Justino Carlos Gomes, Commercial Director and Operations 

(4) モサメデス鉄道（Caminho de Ferro de Mocamedes E.P: CFM） 

Mr. Antonio Cabral, Administrador para area Tecnica 

Mr. Antonio da Conceicao, Administrador para Adm & Finncas 

(5) ナミベ港運営会社（Sociedade Gestora de Terminais S.A.: SOGESTER） 

Mr. Richard Mcnab Mitchell, General Manager 

Mr. Parsifal Pires, Deputy General Manager 

Mr. Julien Krongrad, Projects and Investments Manager 

Mr. Dalesio Narciso, Operations Department Manager 

Mr. Antonio Felgueroso, Director de Operacoes 

(6) 船舶代理店（DELMAS ANGOLA） 

Mr. Pedro Lima, Namibe Branch Manager, National Senior Project Manager 

Ms. Milca Mize, Documentation and Customer Service 

(7) 現地建設会社 

CSN 社（ナミベ） Mr. Ignacio Pina 

OATAPARO 社（ナミベ） Mr. Artur Almeida 

GRUEST Angola 社（ルアンダ） Mr. Justino Santana 
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(8) 在アンゴラ日本大使館 

伊藤 邦明  特命全権大使 

臼田 昇    経済協力班長 一等書記官 

(9) JICA アンゴラフィールドオフィス 

加藤 誠治  企画調査員 

小森 裕子  企画調査員 

小井出 聡太 企画調査員 

Mr. Luis D. Kilala, Project Assistant 
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5.4 討議議事録（M/D） 

(1) 現地調査（2016 年 2 月） 
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(2) 概略設計説明調査（2016 年 7 月） 
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5.5 環境チェックリスト 

 
 

分 類
環
境

項
目

主
な
チ

ェ
ッ

ク
事

項
Y
e
s
:
 Y

N
o
:
 
N

具
体

的
な

環
境

社
会

配
慮

(
Y
e
s
/
N
oの

理
由

、
根

拠
、

緩
和
策

等
)

(
1
)
E
I
Aお

よ
び

環
境

許
認

可

(
a
)
 
環
境

ア
セ

ス
メ

ン
ト

報
告
書

（
E
I
A
レ
ポ

ー
ト

)等
は

作
成

済
み

か
。

(
b
)
 
E
IA
レ

ポ
ー

ト
等

は
当

該
国

政
府

に
よ
り

承
認

さ
れ

て
い

る
か

。

(
c
)
 
E
IA
レ

ポ
ー

ト
等

の
承

認
は

付
帯

条
件
を

伴
う

か
。

付
帯

条
件

が
あ

る
場

合
は

、

そ
の

条
件

は
満

た
さ

れ
る

か
。

(
d
）

上
記

以
外

に
、

必
要

な
場
合

に
は

現
地

の
所

管
官

庁
か

ら
の
環

境
に

関
す

る
許

認

可
は

取
得

済
み

か
。

(
a
)N

(
b
)N

(
c
)N

(
d
)N

(
a)
既

存
港

湾
施

設
の

改
修

で
あ

り
EI
A
は

不
要
な

旨
、

文
書
に

よ
り

確
認

済
み

。

(
b)
E
I
A
は

不
要

な
旨

、
確
認

済
み

。

(
c)
E
I
A
は

不
要

な
旨

、
確
認

済
み

。

(
d)
工

事
に

関
し

て
必

要
な

許
認

可
は
、

ナ
ミ

ベ
港

湾
公

社
が

工
事

開
始
ま

で
に

取
得

予
定

で
あ

る
。

(
2
)
現

地
ス

テ
ー

ク

ホ
ル

ダ
ー

へ
の

説
明

(
a
)
 
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

の
内

容
お
よ

び
影

響
に

つ
い

て
、

情
報

公
開
を

含
め

て
現

地
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
に

適
切

な
説
明

を
行

い
、

理
解

を
得

て
い

る
か
。

(
b
)
 
住
民

等
か

ら
の

コ
メ

ン
ト
を

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
内

容
に

反
映
さ

せ
た

か
。

(
a
)Y

(
b
)Y

(
a)
2
0
0
5
～

20
0
6
年

に
開
催

さ
れ

た
ス
テ

ー
ク

ホ
ル

ダ
ー

会
議

に
お

い
て
事

業
の

説
明

が
な

さ
れ

理
解

が
得

ら
れ
て

い
る

。

(
b)
会

議
の

際
に

出
た

コ
メ

ン
ト

が
開
発

調
査

時
点

に
お

い
て

反
映

さ
れ
て

い
る

(
3
)
代

替
案

の
検

討
(
a
)
 
プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

計
画

の
複
数

の
代

替
案

は
（

検
討

の
際

、
環
境

・
社

会
に

係
る

項

目
も
含
め

て
）

検
討

さ
れ

て
い
る

か
。

(
a
)N

(
a)
本

プ
ロ

ジ
ェ

ク
ト

は
既

存
施

設
の
改

修
で

あ
り

代
替

案
は

検
討

さ
れ
て

い
な

い
。

(
1
)
大

気
質

(
a
)
 
船
舶

・
車

輌
・

付
帯

設
備
等

か
ら

排
出

さ
れ

る
硫

黄
酸

化
物
（

S
O
x
）
、

窒
素

酸

化
物

（
N
O
x
）

、
煤
じ

ん
等

の
大

気
汚

染
物
質

は
、

当
該

国
の

排
出

基
準

、
環

境
基

準

等
と

整
合

す
る

か
。

大
気

質
に
対

す
る

対
策

は
と

ら
れ

る
か

。

(
a
)Y

(
a)
工

事
中

、
供

用
後

を
含

め
、

船
舶
・

車
輌

の
現

況
か

ら
の

増
加

は
少
な

い
と

予
想

さ
れ

る
た

め
、

大
気

質
へ
の

排
出

影
響

は
軽

微
で

あ
る

。

工
事

中
は

区
域

へ
の

散
水
、

車
両

タ
イ

ヤ
洗

浄
に

よ
る

粉
塵
対

策
が

取
ら

れ
る

ほ
か

、

工
事

車
両

に
対

し
て

エ
ン
ジ

ン
整

備
に

よ
る

排
出

ガ
ス

改
善
等

の
対

策
が

取
ら

れ
る

。

(
2
)
水

質

(
a
)
 
関
連

施
設

か
ら

の
一

般
排
水

は
、

当
該

国
の

排
出

基
準

、
環
境

基
準

等
と

整
合

す

る
か

。

(
b
)
 
船
舶

・
付

帯
設

備
等

（
ド
ッ

ク
等

）
か

ら
の

排
水

は
、

当
該
国

の
排

出
基

準
、

環

境
基

準
等

と
整

合
す

る
か

。

(
c
)
 
油
、

有
害

物
質

等
が

周
辺
水

域
に

流
出

・
排

出
し

な
い

対
策
が

な
さ

れ
る

か
。

(
d
)
 
水
際

線
の

変
更

、
既

存
水
面

の
消

滅
、

新
規

水
面

の
創

出
等
に

よ
っ

て
、

流
況

変

化
・

海
水

交
換

率
の

低
下

等
（
海

水
循

環
が

悪
く

な
る

）
が

発
生
し

、
水

温
・

水
質

の

変
化

が
引

き
起

こ
さ

れ
る

か
。

(
e
)
 
埋
め

立
て

を
行

う
場

合
、
埋

立
地

か
ら

の
浸

透
水

が
表

流
水
、

海
水

、
地

下
水

を

汚
染

し
な

い
対

策
が

な
さ

れ
る
か

。

(
a
)Y

(
b
)Y

(
c
)Y

(
d
)N

(
e
)N

(
a)
関

連
施

設
か

ら
の

一
般

排
水

の
増
減

は
な

い
。

(
b)
M
A
R
P
O
L
条
約

（
A
n
n
ex
 
I
V
)
、

M
ar
i
n
e
 
P
o
ll
u
t
i
o
n
 
P
re
v
e
n
t
i
o
n
 A
c
t
 
2
0
0
8に

基

づ
き

、
規

制
を

受
け

る
。

(
c)
工

事
中

の
油

流
出

対
策

計
画

が
事
業

者
に

よ
り

策
定

さ
れ

る
。

(
d)
埋

立
て

は
行

な
わ

れ
な

い
た

め
影
響

は
な

い

(
e)
埋

立
て

は
行

な
わ

れ
な

い
。

(
3
)
廃

棄
物

(
a
)
 
船
舶

、
関

連
施

設
か

ら
の
廃

棄
物

は
当

該
国

の
規

定
に

従
っ
て

適
切

に
処

理
・

処

分
さ

れ
る

か
。

(
b
)
 
浚
渫

土
・

沖
捨

土
の

投
棄
が

周
辺

水
域

に
影

響
を

及
ぼ

す
こ
と

が
な

い
よ

う
、

当

該
国

の
基

準
に

従
っ

て
適

切
に
処

理
・

処
分

さ
れ

る
か

。

(
c
)
 
有
害

物
質

が
周

辺
水

域
に
排

出
・

投
棄

さ
れ

な
い

よ
う

対
策
が

な
さ

れ
る

か
。

(
a
)Y

(
b
)Y

(
c
)Y

(
a)
M
A
R
P
O
L
条
約

(
A
n
n
e
x 
V
)
、

M
a
r
in
e
 
P
o
l
l
ut
i
o
n
 
P
r
e
ve
n
t
i
o
n
 
A
ct
 
2
0
0
8
お
よ

び

W
as
t
e
 
M
a
n
ag
e
m
e
n
t
 
A
ct
 
2
0
1
0
に

基
づ

き
、

規
制

さ
れ

る
。

(
b)
浚

渫
は

行
わ

れ
な

い
。

(
c)
(
a
)
と

同
様

。

(
4
)
騒

音
・

振
動

(
a
)
 
騒
音

・
振

動
は

当
該

国
の
基

準
等

と
整

合
す

る
か

。
(
a
)Y

(
a)
杭

打
工

事
な

ど
大

き
な

騒
音

・
振
動

を
発

生
さ

せ
る

工
種

は
な

い
。

(
5
)
地

盤
沈

下
(
a
)
 
大
量

の
地

下
水

汲
み

上
げ
を

行
う

場
合

、
地

盤
沈

下
が

生
じ
る

恐
れ

が
あ

る
か

。
(
a
)N

(
a)
地

下
水

の
汲

み
上

げ
は

伴
わ

な
い
。

(
6
)
悪

　
臭

(
a
)
 
悪
臭

源
は

あ
る

か
。

悪
臭
防

止
の

対
策

は
と

ら
れ

る
か

。
(
a
)N

(
a)
悪

臭
源

は
な

い
。

(
7
)
底

　
質

(
a
)
 
船
舶

及
び

関
連

施
設

か
ら
の

有
害

物
質

等
の

排
出

・
投

棄
に
よ

っ
て

底
質

を
汚

染

し
な

い
よ

う
対

策
が

な
さ

れ
る
か

。

(
a
)Y

(
a)
M
A
R
P
O
L
条
約

、
M
a
r
in
e
 
P
o
l
l
u
ti
o
n
 
P
r
e
ve
n
t
i
o
n
 
A
ct
 
2
0
0
8
お

よ
び

W
a
s
t
e

M
an
a
g
e
m
e
n
t 
A
c
t
 
2
0
1
0に

基
づ

き
、
規

制
さ

れ
る

た
め

、
船

舶
、

関
連
施

設
か

ら
の

排
出

、
投

棄
は

行
な

わ
れ
な

い
。

１ 　 許 認 可 ・ 説 明 ２ 　 汚 　 染 　 対 　 策
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(
1
)
保
護

区
(
a
)
 サ

イ
ト

は
当
該

国
の

法
律

・
国

際
条

約
等

に
定

め
ら

れ
た
保

護
区

内
に

立
地

す
る

か
。
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

が
保

護
区

に
影

響
を

与
え

る
か

。

(a
)
N

(
a
)
サ

イ
ト
は

保
護

区
内

に
は

な
い
。

(
2
)
生
態

系

(
a
)
 サ

イ
ト

は
原
生

林
、

熱
帯

の
自

然
林

、
生

態
学

的
に

重
要
な

生
息

地
（

珊
瑚

礁
、

マ
ン
グ

ロ
ー

ブ
湿
地

、
干

潟
等

）
を

含
む

か
。

(
b
)
 サ

イ
ト

は
当
該

国
の

法
律

・
国

際
条

約
等

で
保

護
が

必
要
と

さ
れ

る
貴

重
種

の
生

息
地
を

含
む

か
。

(
c
)
 生

態
系

へ
の
重

大
な

影
響

が
懸

念
さ

れ
る

場
合

、
生

態
系
へ

の
影

響
を

減
ら

す
対

策
は
な

さ
れ

る
か
。

(
d
)
 水

生
生

物
に
悪

影
響

を
及

ぼ
す

恐
れ

は
あ

る
か

。
影

響
が
あ

る
場

合
、

対
策

は
な

さ
れ
る

か
。

(
e
)
 沿

岸
域

の
植
生

、
野

生
動

物
に

悪
影

響
を

及
ぼ

す
恐

れ
は
あ

る
か

。
影

響
が

あ
る

場
合
、

対
策

は
な
さ

れ
る

か
。

(a
)
N

(b
)
N

(c
)
Y

(d
)
Y

(e
)
N

(
a
)
含

ま
な
い

(
b
)
サ

イ
ト
内

に
は

、
貴

重
種

の
生
息

域
は

な
い

。

(
c
)
生

態
系
へ

の
重

大
な

懸
念

は
な
い

が
、

工
事

中
は

水
質

汚
濁

防
止
策

が
取

ら
れ

る
。

(
d
)
同

上

(
e
)
沿

岸
域
の

植
生

、
野

生
動

物
に
悪

影
響

は
及

ぼ
さ

な
い

。

(
3
)
水
象

(
a
)
 港

湾
施

設
の
設

置
に

よ
る

水
系

の
変

化
は

生
じ

る
か

。
流
況

、
波

浪
、

潮
流

等
に

悪
影
響

を
及

ぼ
す
か

。

(a
)
N

(
a
)
本

プ
ロ
ジ

ェ
ク

ト
は

既
存

施
設
の

改
修

で
あ

り
、

現
況

の
流

況
、
波

浪
、

潮
流

等

に
悪

影
響

は
及

ぼ
さ

な
い

。

(
4
)
地
形

・
地

質
(
a
)
 港

湾
施

設
の
設

置
に

よ
る

計
画

地
周

辺
の

地
形

・
地

質
の
大

規
模

な
改

変
や

自
然

海
浜
の

消
失

が
生
じ

る
か

。

(a
)
N

(
a
)
地

形
・
地

質
の

大
規

模
な

改
変
や

自
然

海
浜

の
消

失
は

生
じ

な
い
。

(
1
)
住
民

移
転

(
a
)
 プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
実

施
に

伴
い

非
自

発
的

住
民

移
転

は
生
じ

る
か

。
生

じ
る

場
合

は
、
移

転
に

よ
る
影

響
を

最
小

限
と

す
る

努
力

が
な

さ
れ

る
か
。

(
b
)
 移

転
す

る
住
民

に
対

し
、

移
転

前
に

補
償

・
生

活
再

建
対
策

に
関

す
る

適
切

な
説

明
が
行

わ
れ

る
か
。

(
c
)
 住

民
移

転
の
た

め
の

調
査

が
な

さ
れ

、
再

取
得

価
格

に
よ
る

補
償

、
移

転
後

の
生

活
基
盤

の
回

復
を
含

む
移

転
計

画
が

立
て

ら
れ

る
か

。

(
d
)
 補

償
金

の
支
払

い
は

移
転

前
に

行
わ

れ
る

か
。

(
e
)
 補

償
方

針
は
文

書
で

策
定

さ
れ

て
い

る
か

。

(
f
)
 移

転
住

民
の
う

ち
特

に
女

性
､
子

供
､
老

人
､
貧
困

層
､
少

数
民

族
・

先
住

民
族

等
の

社
会
的

弱
者

に
適
切

な
配

慮
が

な
さ

れ
た

計
画

か
。

(
g
)
 移

転
住

民
に
つ

い
て

移
転

前
の

合
意

は
得

ら
れ

る
か

。

(
h
)
 住

民
移

転
を
適

切
に

実
施

す
る

た
め

の
体

制
は

整
え

ら
れ
る

か
。

十
分

な
実

施
能

力
と
予

算
措

置
が
講

じ
ら

れ
る

か
。

(
i
)
 移

転
に

よ
る
影

響
の

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

が
計

画
さ

れ
る

か
。

(
j
)
 苦

情
処

理
の
仕

組
み

が
構

築
さ

れ
て

い
る

か
。

(a
)
N

(b
)
N

(c
)
N

(d
)
N

(e
)
N

(f
)
N

(g
)
N

(h
)
N

(i
)
N

(j
)
N

(
a
)
-
(
j
)
事
業

地
は

事
業

者
の

所
有
地

内
に

あ
り

、
土

地
収

用
は

伴
わ
ず

、
住

民
移

転

も
発

生
し

な
い

。

(
2
)
生
活

・
生

計

(
a
)
 プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
よ

る
住

民
の

生
活

へ
の

悪
影

響
が

生
じ
る

か
。

必
要

な
場

合
は

影
響
を

緩
和

す
る
配

慮
が

行
わ

れ
る

か
。

(
b
)
 プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

に
よ

り
周

辺
の

水
域

利
用

（
漁

業
、

レ
ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
利

用
を

含
む
）

が
変

化
し
て

住
民

の
生

計
に

悪
影

響
を

及
ぼ

す
か

。

(
c
)
 港

湾
施

設
が
住

民
の

既
存

水
域

交
通

及
び

周
辺

の
道

路
交
通

に
悪

影
響

を
及

ぼ
す

か
。

(
d
)
 他

の
地

域
か
ら

の
人

口
流

入
に

よ
り

病
気

の
発

生
（

H
I
V等

の
感

染
症
を

含
む

）

の
危
険

は
あ

る
か
。

必
要

に
応

じ
て

適
切

な
公

衆
衛

生
へ

の
配
慮

は
行

わ
れ

る
か

。

(a
)
Y

(b
)
N

(c
)
N

(d
)
N

(
a
)
工

事
中
、

工
事

車
両

に
よ

り
周
辺

道
路

の
交

通
へ

の
影

響
が

考
え
ら

れ
る

が
、

車

両
数

は
少

な
く

、
影

響
は

軽
微

。
事

前
に

工
事
予

定
の

周
知

が
行

わ
れ

る
。

(
b
)
水

域
利
用

へ
の

影
響

は
な

い
。

(
c
)
(
a
)
と

同
様

。

(
d
)
プ

ロ
ジ
ェ

ク
ト

に
よ

る
他

地
域
か

ら
の

人
口

流
入

は
な

い
。

３ 　 自 　 然 　 環 　 境 ４ 　 社 　 会 　 環 　 境



アンゴラ国 ナミベ港改修計画準備調査（見直し） 
準備調査（見直し）報告書 

154 
 

 
  

(
3)
文

化
遺

産

(
a)
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

よ
り

、
考

古
学

的
、

歴
史
的

、
文

化
的

、
宗

教
的

に
貴

重
な

遺

産
、

史
跡

等
を
損

な
う

恐
れ

は
あ

る
か

。
ま

た
、
当

該
国

の
国

内
法

上
定

め
ら

れ
た

措

置
が

考
慮

さ
れ
る

か
。

(
a
)
N

(
a
)
サ

イ
ト

お
よ

び
周

辺
に

文
化
遺

産
、

史
跡

は
な

い
。

(
4)
景

　
観

(
a)
 
特

に
配

慮
す

べ
き

景
観

が
存

在
す

る
場

合
、
そ

れ
に

対
し

悪
影

響
を

及
ぼ

す
か

。

影
響

が
あ

る
場
合

に
は

必
要

な
対

策
は

と
ら

れ
る
か

。

(
a
)
N

(
a
)
サ

イ
ト

は
既

に
港

湾
区

域
と
し

て
機

能
し

て
お

り
、

工
事

に
よ

る
景

観
へ
の

影
響

は
考

え
ら
れ

な
い

。

(
5)
少

数
民

族
、

先

住
民

族

(
a)
 
少

数
民

族
、

先
住

民
族

の
文

化
、

生
活

様
式
へ

の
影

響
を

軽
減

す
る

配
慮

が
な

さ

れ
て

い
る

か
。

(
b)
 
少

数
民

族
、

先
住

民
族

の
土

地
及

び
資

源
に
関

す
る

諸
権

利
は

尊
重

さ
れ

る
か

。

(
a
)
N

(
b
)
N

(
a
)
サ

イ
ト

付
近

に
は

少
数

民
族
、

先
住

民
族

の
集

落
が

な
く

、
影

響
は

考
え
ら

れ
な

い
。

(
b
)
サ

イ
ト

付
近

に
は

少
数

民
族
、

先
住

民
族

の
集

落
が

な
く

、
資

源
に

関
す
る

負
の

影
響

も
考
え

ら
れ

な
い

。

(
6)
労

働
環

境

(
a)
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

お
い

て
遵

守
す

べ
き

当
該
国

の
労

働
環

境
に

関
す

る
法

律
が

守

ら
れ

る
か

。

(
b)
 
労

働
災

害
防

止
に

係
る

安
全

設
備

の
設

置
、
有

害
物

質
の

管
理

等
、

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
関

係
者

へ
の
ハ

ー
ド

面
で

の
安

全
配

慮
が

措
置
さ

れ
て

い
る

か
。

(
c)
 
安

全
衛

生
計

画
の

策
定

や
作

業
員

等
に

対
す
る

安
全

教
育

（
交

通
安

全
や

公
衆

衛

生
を

含
む

）
の
実

施
等

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者
へ

の
ソ

フ
ト

面
で

の
対

応
が

計
画

・

実
施

さ
れ

て
い
る

か
。

(
d)
 
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
に

関
係

す
る

警
備

要
員

が
、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト
関

係
者

・
地

域
住

民

の
安

全
を

侵
害
す

る
こ

と
の

な
い

よ
う

、
適

切
な
措

置
が

講
じ

ら
れ

て
い

る
か

。

(
a
)
Y

(
b
)
Y

(
c
)
Y

(
d
)
Y

(
a
)
当

該
国

の
関

係
法

令
は

遵
守
さ

れ
る

。

(
b
)
警

告
標

識
の

設
置

等
安

全
対
策

が
計

画
さ

れ
て

い
る

。

(
c
)
労

働
者

へ
の

衛
生

、
地

元
社
会

へ
の

配
慮

等
の

教
育

を
行

う
計

画
で

あ
る
。

(
d
)
地

元
で

の
採

用
を

優
先

し
、
労

働
者

に
は

地
域

社
会

の
文

化
に

敬
意

を
払
う

よ
う

指
導

す
る
。

(
1)
工

事
中

の
影

響

(
a)
 
工

事
中

の
汚

染
（

騒
音

、
振

動
、

濁
水

、
粉
じ

ん
、

排
ガ

ス
、

廃
棄

物
等

）
に

対

し
て

緩
和

策
が
用

意
さ

れ
る

か
。

(
b)
 
工

事
に

よ
り

自
然

環
境

（
生

態
系

）
に

悪
影
響

を
及

ぼ
す

か
。

ま
た

、
影

響
に

対

す
る

緩
和

策
が
用

意
さ

れ
る

か
。

(
c)
 
工

事
に

よ
り

社
会

環
境

に
悪

影
響

を
及

ぼ
す
か

。
ま

た
、

影
響

に
対

す
る

緩
和

策

が
用

意
さ

れ
る
か

。

(
a
)
Y

(
b
)
Y

(
c
)
N

(
a
)
工

事
量

を
最

小
化

し
、

粉
じ
ん

、
騒

音
、

振
動

、
排

ガ
ス

、
廃

棄
物

等
に
い

て
は

機
器

も
し
く

は
目

視
に

て
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
し

、
周

辺
地
域

へ
の

影
響

が
な

い
か

を
確

認

す
る

。

(
b
)
小

規
模

な
汚

濁
を

発
生

さ
せ
る

工
事

が
想

定
さ

れ
て

お
り

、
汚

濁
防

止
対
策

を
取

る
予

定
で
あ

る
。

そ
の

他
の

自
然

生
態

系
へ

の
影

響
は
な

い
。

(
c
)
工

事
期

間
中

の
交

通
量

増
加
は

少
な

い
が

、
影

響
が

最
小

に
な

る
よ

う
考
慮

し
、

定
期

的
な
周

辺
住

民
へ

の
ヒ

ア
リ

ン
グ

等
に

よ
り

影
響
を

把
握

す
る

。

(
2)
モ

ニ
タ

リ
ン

グ

(
a)
 
上

記
の

環
境

項
目

の
う

ち
、

影
響

が
考

え
ら
れ

る
項

目
に

対
し

て
、

事
業

者
の

モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が
計

画
・

実
施

さ
れ

る
か

。

(
b)
 
当

該
計

画
の

項
目

、
方

法
、

頻
度

等
は

ど
の
よ

う
に

定
め

ら
れ

て
い

る
か

。

(
c)
 
事

業
者

の
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
体

制
（

組
織

、
人
員

、
機

材
、

予
算

等
と

そ
れ

ら
の

継

続
性

）
は

確
立
さ

れ
る

か
。

(
d)
 
事

業
者

か
ら

所
管

官
庁

等
へ

の
報

告
の

方
法
、

頻
度

等
は

規
定

さ
れ

て
い

る
か

。

(
a
)
Y

(
b
)
Y

(
c
)
Y

(
d
)
Y

(
a
)
モ

ニ
タ

リ
ン

グ
が

計
画

さ
れ
て

い
る

。

(
b
)
施

工
方

法
、

発
生

す
る

影
響
の

挙
動

を
考

慮
し

、
そ

の
影

響
を

把
握

す
る
範

囲
、

方
法

で
計
画

さ
れ

て
い

る
。

(
c
)
影

響
が

生
じ

る
の

は
ご

く
短
期

間
あ

る
い

は
軽

微
で

あ
り

、
施

工
業

者
と
事

業
者

に
よ

る
モ
ニ

タ
リ

ン
グ

が
計

画
さ

れ
て

い
る

。

(
d
)
所

管
官

庁
等

へ
の

報
告

の
方
法

、
頻

度
等

は
規

定
さ

れ
て

い
る

。

６ 　 留 意 点

環
境

チ
ェ

ッ
ク
リ

ス

ト
使

用
上

の
注
意

(
a)
 
埋

立
地

造
成

、
港

湾
の

掘
込

み
等

に
よ

る
地
下

水
系

へ
の

影
響

(
水
位

低
下

、
塩

化
）

や
地

下
水
利

用
に

よ
る

地
盤

沈
下

等
の

影
響
に

つ
い

て
も

必
要

に
応

じ
て

検
討

さ

れ
所

要
の

措
置
が

講
じ

ら
れ

る
必

要
が

あ
る

。

(
b)
 
必

要
な

場
合

に
は

、
越

境
ま

た
は

地
球

規
模
の

環
境

問
題

へ
の

影
響

も
確

認
す

る

（
廃

棄
物

の
越
境

、
酸

性
雨

、
オ

ゾ
ン

層
破

壊
、
地

球
温

暖
化

の
問

題
に

係
る

要
素

が

考
え

ら
れ

る
場
合

等
）

。

(
a
)
N

(
b
)
N

(
a
)
地

下
水

系
へ

の
影

響
(
水

位
低

下
、

塩
化

）
や

地
下
水

利
用

に
よ

る
地

盤
沈

下
等

の

影
響

は
考
え

ら
れ

な
い

。

(
b
)
工

事
に

よ
る

影
響

が
越

境
す
る

可
能

性
は

考
え

ら
れ

な
い

。

４ 　 社 　 会 　 環 　 境 ５ 　 そ 　 の 　 他
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5.6 モニタリングフォーム 

 

モニタリングフォーム（工事前・工事中） 

(1) 住民から出された要求に対する事業者からの回答と対応 

モニタリング項目 報告期間中の状況 

住民より出された意見の数と内容  

事業者からの回答の数と内容  

 

(2) 汚染対策 

大気汚染 

日程 大気汚染、粉じん等の状況 判断、対策 

第 1 日目   

第 2 日目   

第 3 日目   

. 

.   

 

水質汚濁、保護区、生態系 

日程 降雨 水質汚濁の状況 雨水排水の状況 判断、対策 

第 1 日目 有 / 無    

第 2 日目 有 / 無    

第 3 日目 有 / 無    

. 

.     

 

廃棄物（工事区域内） 

日程 内容 量(m3) 処理の方法 

第 1 日目    

第 2 日目    

第 3 日目    

. 

.    

 

 

 



アンゴラ国 ナミベ港改修計画準備調査（見直し） 
準備調査（見直し）報告書 

156 
 

(3) 社会環境 

モニタリング項目 項目 方法 頻度 報告期間中の状況 

生活・生計 
交通渋滞 
騒音・振動 

目視および

ヒアリング 
週１回  

労働環境 
安全衛生

管理実施

状況 

工事進捗月

報の確認 
月 1回  

事故 
安全衛生

管理実施

状況 

工事進捗月

報の確認 
月 1回  
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モニタリングフォーム（供用時） 
(1) 住民から出された要求に対する事業者からの回答と対応 

モニタリング項目 報告期間中の状況 

住民より出された意見の数と内容  

事業者からの回答の数と内容  

  

 

(2) 社会環境 

モニタリング項目 項目 方法 頻度 報告期間中の状況 

事故 

安全衛生

管理実施

状況 

旅客動線

の安全性 

事業月報の

確認 
月 1回  
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